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Abstrac : Human life interactions with tres are among the most signifi-
cant factors of enviromental devlopmnt in Japn. Howevr, the relation-
ships have ben progresively weakned after the rapid econmi growth 
period. This report focuse on the forests planted around farmhouse,"prm-
ises forests (yashiki-rin) ", describng the multifacetd linkages betwn 
them. Firstly, the conept of premis forest and their historical evolution 
are examind. Althoug the ares of premis forests are decrasing due to 
rural labour shortage and/ or changi life style since the hig econmi 
growth era, ther is a ned of the revalution of their roles in the future. 
Secondly, the regional charcteristics of premis forests with their land ・
scapes and roles wer compared in six prefctures, and also taking the 
Saitm prefcture as an exampl, their real states with asociated ele ・
ments (including some photgras and figures) wer recod from the 
history of 43 cities, towns and vilages. They wer clasified into west and 
east and into aluvial lowands and diluvial uplands. 
Key words : rural ares 農村地帯， premis forests 屋敷林， regional envi-
ronmet 地域環境， Kanto plain 関束平野， Saitm prefcture 埼玉県， up-
land and lowand 台地と低地
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1. はじめに
H 本において，人間と植物とのかかわり合いが特徴的に表れているのは都市
ではなく農村である. B 本の平地農村には，農地や河川，潅漑• 排水路と共に
雑木林，河畔林，斜面林，防風林，社寺林，屋敷林等のさまざまな樹林が育ま
れてきた．これらの樹林は，それぞれの役割を通して，農村の景観美をつくり，
人々の暮らしを支えてきた．
本稿は，これらの樹林のうちから屋敷林をえらぴ，その存在形態をできるだ
けありのままに理解するための資料を集約することを目的した党え書きである．
屋敷林に関するこれまでの研究においては，本論において詳述するように，
人々の暮らしの場における全体的な環境指標として取り上げられることは極め
て少なかった． しかし，屋敷林は，居住者（主催者）である農家がその生活環
境を整えるために，強風や遮蔽などの外的な環境へ対応する H 的に加えて，届
敷内の環境，すなわち一定の届敷取りの中での主屋と付属建物の配置，生垣や
庭園，方位，さらには生活資材の確保等の多面的な連関に配慮するなかで育ま
れ，維持されてきた樹林である（元木 205). このような意味で，屋敷林は他
の樹林とは異なった意義を有している．
こうした意義を有する昂敷林の存在形態を理解することは， したがって，農
村に暮らす人ぴとが植物との関わりを通して実現してきた地域への住まい方
（環境形成）の最もミクロなレベルにおける方式，あるいはその原単位を考え
ることにも通じる．また人々が暮らしを立てる上で如何に多くの植物と関わり
合っているかを，具体的に理解する上でもきわめて有効である． もちろん，今
H の都市化する社会にあって，農村に発達してきた屈敷林の意義を，無前提に
強調することが本稿の目的ではない．むしろ，農村自身のことをも含めて，こ
れからの変容する社会を見通してみたとき，人間と植物とのかかわり合いのあ
るべき姿はどのようなものか，を考えていくために，人々が育んできたその姿
を今H の段階で理解しておくことは重要な慈義を持つであろう， というのが本
稿の基本的な観点である．人間と植物とのかかわり合いについての深い理解が，
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， に は， に に • 植物
関係学会の趣意書にも説かれている通りである I)_
本研究の特徴は，以上のような理解にたって犀敷林を取り上げる点にある．
ただし，本稿では農家の主催する環境形成の一環としての屋敷林の存在形態の
事例を集約しその事実を提示するところまでを課題とした． しかし，その前提
として，はじめにH本における屋敷林について概念を整理するとともに，屋敷
林に関する従来の研究を振り返り今日的な研究の意義を明らかにする．その上
で東京の後背地にあたる関東乎野2)を対象として，屋敷林がどのよう展開して
きたかについて地域性を明らかにする．つぎに屋敷林が展開する典型事例とし
て埼玉県を取り上げ，平野部における屋敷林が農村に葬らす人びとの環境形成
の一環としてどのような役割を担い，また関連する他の諸要索と関連してどの
ように存在あるいは変容しているかについての具体像を集約し，提示する．利
用した主な森料は埼玉県下で発行された市町村史である．
2. 屋敷林に関する研究動向
2-1. 「屋敷林」とは何か
日本の農村における農家の屋敷周りには，①居住地の境界を明示するための
樹木，②それ以外の特定の目的をもって一定の方向あるいは場所に配四された
樹木，さらに③その両者が1井存あるいは一体となった形の樹木配匹がみられる．
一般的に，こうした植生（樹林）を「用敷林」（「屋敷森」・「家森」・「環林」・
「宅地林」等とも言う）と呼ぶが，地方的呼び方として「イグネ」・「カイニュ
ウ」・「ヤマ」など独特の言いまわしがあることはよく知られている（図 1). 
崖敷林植生について三浦 (192) は，「生活の場に成立した植生」と定義し
ている．表1は，昂敷林を構成する樹木の性質と集合状態，およぴ生活者が構
成する家の個性の標示という 3つの観点から，その機能を整理してみたもので
ある．これより屋敷林としての植生は，一般の経済林や自然の植生とは児なり，
人々の生活に応じてさまざまな機能が刻まれていることがわかる．ここに屈敷
林の大きな特徴がある．これらの機能以外に，小動物や野鳥の生活空間を提供
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表 1 屋敷林の機能分類
A 樹木の集合体としての樹林がもつ機能
（ア）防風・防眼・防砂・防雪・防雨
（イ）防火
（ウ）温度調節（防寒・防暑・保温・採涼）
（エ）遮蔽
• の
B 樹林の構成単位である樹木がもつ機能
（力）資材を生産する場
(i) 燃料の確保
(i) 肥料の確保
(ii) 用材の確保
（キ）採取利用
果実・タケノコ・枝葉・皮等の利用
C 家の個性の標示
（ク）歴史性（新・旧）の標示
（ケ）シンポル標示
（コ）庭園機能
（サ）景観（色彩）
（岩崎 [190], 小滝 [201] をもとに編集）
していることは言うまでもない．
ところで，屋敷林が果たす諸機能のうち，これまで最も注目されてきたのは
防風の役割で，屋敷林＝防風林とさえみる例も少なくない．「住環境を改普す
るために宅地周辺に植栽されたものを，宅地防風林または屋敷林（屈敷森）」
（青山20) と定義する例もその一つである．だが，その重要度は地域により，
また時代により必ずしも固定したものではない．
それでは，歴史的にみた場合，昂敷林の成立（発生）はいつ頃のことであろ
うか．中島 (1963 : 302) によると，屋敷林が各地方に整備されるようになっ
のは • 江戸時代になってからである．岩崎 (190) は，近世に刊行され
た農書の中には屋敷林の扱いについて触れている例が多いことを根拠に，今日
みられるような屋敷林は近世の屋敷林政策の延長線上において保存されてきた，
という．たしかに，近世・ 江戸時代は日本の開拓史上の「大開墾時代」であり，
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図 1 日本における屋敷林およぴ垣根の呼称分布
（岩崎 [190, p .138-9] を改変，簡略化）
大きな河川下流部の平野の開発が飛躍的に進展したが，こうした時代背景のも
， • 発生していったとする見方があることは興味深い．
一般的に言うならば，川島 (1976) が考察しているように，自由に土地が手
に入れられた時代には，届敷は生活や営農の利便のために最も条件のよい場所
が選ばれた叱ところが，開拓が進んで，荒野のただ中や湿地に集落を営まね
ばならなくなると，条件の悪い土地では，気候風土その他の自然条件に対応す
るためさまざまな工夫が必要とされた．その一つが，「屋敷のまわりに防風林」
を形づくることに結ぴついた，という．これに対し樋日 (198) は，単刀直入
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に，新田地帯の屋敷林は「山辺の代償景観」であるという見方を示し，以下の
ように述べている．
「私は，自分の生まれ故郷（埼玉県羽生市）をはじめ全国到る所にある
新田時代の集落を見る時，これらの集落は，母親の懐のような山辺から
離れ，広大な沖積平野のただ中に，周囲に届敷林をめぐらし，鎮守の杜
をつくり，気候の厳しさや空間恐怖にじっと絶えているかのように見え
るのである」（樋口 198 : 149). 
しかし屋敷林の発達という観点からみると，屋敷林の理解には単純な一般化
は避けなければならない．その意味で伊籐 (1952) が，「風のもたらす災害に
対して，農民又は為政者の生活経験の集積としての用敷森の存在」，およぴ
「防御的必要から生じた森を，巧みに届敷の装飾に利用した独創性は農民の趣
味にも適するであろう．」と注H した怠義は重要である．また同氏が指摘した
ように星敷林の発達や分布が，「平耳き屋根という建築様式」と密接に関連し
ていたことも忘れてはならない．
屋敷林について考える際に，より根源的には「垣根」あるいは「生垣」との
関係をどう見るかが重変な論点になろう．「垣」で住宅が区別されるようにな
るのは，土地の所有制度と深い関係がある（関野 1942). しかし，今日のよう
な生垣をめぐらす以前があったのではなかろうか（宮本 197). 古来「囲む」
という人間の営みは，自然の脅威から逃れて自分の身体や財産を護るためにも，
また，居住地の境界を明らかにするためにも必要なことであった（額田
1984). そのための垣の最初の形としては，樹木の密生した林を伐り拓いて，
境界線のところの木だけを残すという方法，がとられたものと想像される．す
なわち，屋敷のまわりを木立で囲むことがこのようにして始まったとみられる
のである．このようにみると，発生的には，垣根イコール屋敷林という姿が一
般的であったのかも知れない．実際，束北日本の「居久根」（イグネ，エグ
ネ），西 H 本の「垣内」（カイト，カイニョ，カイニュウ），山形県庄内地方の
カザヨケ，サケギ（境木），浜松付近のホソバ，細葉垣，出雲平野の築地松な
ども屈敷林として扱われている（青山 20 : 15-16). ただし，厳密な言い方
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をすれば，屈敷林と生垣が果たしてきた役割には明らかに晃なったものがある
ことも留意しておく必要があろう．近年の両者の変化の仕方をみると，その差
拠がはっきりと現れてきているからである 3).
2- 2. 屋敷林研究の動向
摂敷林に関する研究は，年代的には1960 年代までのものと 1970 年代以降のも
のに分けられる．すなわち， H 本経済の命度成長期の影欝が農村地域に現れは
じめる頃までの時期と，その影響をうけて農村社会と農業が急激な変化をみせ
るようになってからでは，届敷林に対する関心も大きく変化してきた．
1960 年代頃までの研究： 農業の煎要性が社会的に共有され，農村が比較的
しっかりしていた時代にみられた屋敷林の研究である．地理学における景観論
的な視点からの研究が特筆される．辻村 (1937), 辻村・伊藤 (1937), 伊藤
(1952), 矢嶋 (1956), 吉野 (1961), 矢嶋 (1967) らを中心としてすすめられ
た． とくに屋敷林がもつ防風機能が注目され，防風林に対する関心が高まり，
その形態，機能，風向， H 照等との関係が究明された．その成果の中には詳細
な事例分析がなされており，今H でも費重なものが少なくない．伊藤の研究は，
人々の生活を自然災害から守るための備えとして，家のまわりにある防風林・
防風垣をはじめ，防潮林や防砂林・防雪林・防火林などへの関心を惹起したが，
とくに防風林や防風垣がもつ地方の風土性の指標として，村落景観研究にも道
を開くものであった（矢嶋 1967: 12). ただこうした研究が進んだのは，特
殊な地域に限られていた．また集落形態のなかでの穀観構成要索としての植物
の位置を決定するという重変な問題，あるいは色彩や都市の街路樹まで視野に
入れた研究は，ほとんど未解明のままであった（能 1962).
中島 (1963) による『 H 本の用敷林』は，この期の屋敷林研究のなかで出色
の成果である．研究にあたって同氏は，「近世までには，ある程度の指導が行
われていたにもかかわらず，現代では，農家の自山経営にまかせて，殆どその
合理的指導が，牒業・林業いずれの立場からも行われていない」ことは，「 H
本の農林業における一つの盲点」であると指摘した．また，上述のような景観
論的研究に対して評価をしつつも，「未だ樫敷林の構造が究明されていない」
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ことを課題とした．中島はこうした観点から，平野における届敷林（純然たる
宅地林）に着目して， しかもその機能，経営，樹種・形態まで視野に入れて，
各乎野毎に特色ある屋敷林の実状を明らかにしている．ただし，後述するよう
に特定の地域の詳細な実態については標本が少ないことや取り扱った指標がか
ぎられているなどの問題点も残してきたと言える．
1970 年代以降の研究： 高度成長期の終わり頃から，屋敷林に対する研究は以
前と比べて分析視点の広がりと共に精緻化が進んだ．とりわけ植物生態学，植
物地理学，および気候学の立場からすぐれた成果がみられた．例えば，吉野・
井出・大平 (198), 矢島 (1984), 永野 (1986), 岩崎 (190), • 糸
• 菊地 (19), 青山 (20), 三浦 (192, 203, 206), 三
• 照井 (204), • 竹原 (205), • 黒沢 (207), 蠣波散村研究所
(196), 地• 佐藤・ニ瓶(19, 20), 菊地・安部・内藤 (201) 等がそれ
である．
の ， • 藤井 (192) の成呆は， H本と韓国の農村集
落の比較を試みた興味深い研究である．要点は以下の通りである．
「斡国の農村集落ではその形成にあたってまず地形が第 1とされ，南面
する方位はそれはど重視されず，とくに形面上学的な風水論によって地
形的囲いや脈を尊重し，背山型の立地を選定することが多い．また祖山
から局，朝山に至る空間構成の序列が認められる．これに対して日本で
は，まず方位が重視され，南面した山懐の地が良いとされる傾向がある
のであり，韓国のそれとは対照的である．また日本では地形のもつ形而
上学的意味はあまり重視されず，防風上の機能など空間的囲いとして機
能的にとらえられ，居敷林で代替されることが多い．」
さて，この期の研究に共通してみられた特徴は，屋敷林の維持が困難になり，
その減少傾向に関心が向けられるようになったことである．矢島 (1984) は埼
玉県の八潮市など都市近郊農村において，生活の合理化や農業経営の変化に伴
い，屋敷林も荒廃の傾向をたどったこと， とくに近年の急激な都市化現象にと
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もなう区画整理事業のため，屋敷林が伐採されていることを指摘した．永野
(1986) も埼玉県の場合について，昭和40年代以降，地下水位の変動と大気汚
染の影響を受け，スギーケヤキ型の展敷林（江戸時代から埼玉平野に存在）は
県西部丘陵と山間部を除き埼玉平野からはほとんど消えてしまったことを報告
した．涅敷林ではないが，犬井 (192) は， 1950 年代までは農用林としての利
用が主体であった関東平野の平地林が， 1960 年代以降の高度経済成長期に入る
と，都市化・工業化が進展し，また農家の営農や生活の形態が変化したため，
その意義が低下したことを報告した．
H本の屋敷林を象徴する覇波平野の屋敷林については，璃波散村研究所
(196) が第二次椛界大戦中に供出材として（スギの大木が）次々に伐採され
たこと，さらに昭和30年代の技術革新と経済成長に伴う葬らしの変化がすすむ
なかで，屋敷林に対する人々の意識が変わってきたことを報じ，浜谷 (198)
も「近年ではアルミサッシやプロパンガス，ルーム・クーラーなどの普及で，
それらの役割は大幅に減退し，煩わしいものと見なされる傾向にある．」と指
摘した．
東北地方でも，時代の推移に応じて屋敷林が機能しなくなっている事例が注
目された．岩崎 (190) は，福島県の屋敷林を広い視野から位置づけ，そのさ
まざまな側面と問題点について論究している．三浦 (192) は，仙台平野にお
いて，今では屋敷林を必ずしも必要としない生活様式が一般的になり，屋敷林
の消失や変質が進んでいること，とくに大都市郊外の住宅地開発は屋敷林の景
観を破壊し始めていることを指摘した．菊地他 (201) は，都市的住宅地の進
出とイグネの減少との関係について， (a) 行政的区画整理， (b) 家の改築・建
て増し， (c) イグネの日陰改普（田畑の収穫向上）， (d) 電柱の建設，などの要
因を明らかにした．
， • は， の 地に に
随（内側または外側）した薪棚型のキズマに着目し，「キズマ」が阻敷林の防
風防雪機能を補完する機能の他に，家の品や富を表示する機能を有しているこ
とを明らかにした．また三浦他 (206, 207) は，山形県庄内平野の冬囲いと
青森県津軽平野の「カッチョ（雪囲い）」の漿観が，それぞれ地域固有の文化
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景観，およぴ風土を表現する文化的景観としての意義を持っていることを指摘
した．
以上の研究成果に加えて屋敷林が減少している現在，今後の保全策や保全方
向の提案を試みた（岡田 203) の研究も特筆される．農村計画あるいは農業
土木の立場から屋敷林に対して体系的にアプローチした力作である．
2-3. 屋敷林研究の課題
屋敷林のみではなく広い観点から今後にも触れた成果として，只木良也『み
どり一緑地環境論ー』 (198), 勝原文夫『農の美学』 (197), 長谷部正「田園
風景認識の構図」 (195) をあげることができる．このうち，只木良也 (198)
は， 農地• 山林あるいはこれに水域を加えて総括したものを一つのシ
ステムとしてとらえ，そこに緑に関するマスタープランが生まれなければ，み
どり問題は基本的な解決に到達しないのではなかろうか．」と指摘している．
そして，「緑の重要性や緑の効用を説く段階は終わった」と述べ，次のように
課題を提起した．すなわち，いまやるべきことは「物理的・科学的・心理的に
緑の効用を数量として確認確定すること」と，「人間生活と緑の結ぴつきやそ
の不可分性，緑のあり方などについて論じる『緑の哲学』の確立である．」．
その意味で，今後重要になってくることは，長谷部が指摘したように，「従
米の規範化された見方から田園風景をみて安らぐことではなく，それから解放
された視点に立つこと」である．屋敷林に即していえば，従来防風林に焦点が
当てられ，いわばその外側からのアプローチが多かったが，むしろ勝原の成果
のように「生活する定住者の立場」にたった“農村生活風景論”を展開してい
くことが求められる．そのための方法として，（散村住民が）屋敷林をどのよ
うに評価（認知）しているか，その変遷を過去から現代まで通時的に考察して
みること（浜谷 198), また「樹林を背負って生活しようとする態度は何に支
えられているのか」を総合的に見きわめるため，民俗学のみならず歴史学や自
然科学の分野も加えてさまざまな側面からのアプローチが求められよう （岩崎
190). 一方，「屋敷林は地域の自然環境だけではなく，農業生産の形態，集落
の歴史，文化など人文地理学的な事象をも反映し，地域環境の総合的指標とな
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る可能性を秘めている」（青山 20) ものとして，捉え直すことも意義がある
ことと思われる．屋敷林を通してみた地域環境の形成について究明することが，
今後の新しい課題と言えよう．
3. 関東平野における屋敷林の地域性
3-1. 屋敷林の分布
関東平野において，屋敷林がどのように分布しているかを正確に明らかにし
たものはない．ただ，関東の屋敷林（屋敷森）が「武蔵野台地，下総台地，そ
の他高崎線，東北本線沿線の平野の集落」だけではなく，「盆地集落（秩父盆
地，甲府盆地）や山地から平野に注ぐ河岸段丘上」にも見られること（伊藤
1937), あるいは風を防ぐための屋敷林の最もみごとに発達しているのは関束
平野（宮本 197) とする指摘もみられる．また，「防風林は関東乎野の台地お
よぴ低地の古い晃敷，集落，耕地にともなって見られる．」（細田 20) こと，
しかも，そのような防風林の発達している所は平野部の草屋根地帯が主となっ
ている（川島 1976).
このようなことから，関束平野では用敷林が広い範囲に分布していることが
推定される． しかし，その場合，屋敷林の分布は集落形態（散村と集村）とは
どのような関係にあるのであろうか．また，関東乎野を特徴づける平地林の存
在とはどのような関係にあるのであろうか．さらに台地と低地とでは屋敷林の
分布はどのような違いをもっているのであろうか．まず，集落形態との関係で
は，一般的に集村よりも散村で顕著にみられるようである．青山 (200) は，
岩手県胆沢扇状地，那須扇状地，関東平野利根川沿いの地域，束京西部の武蔵
野台地，静岡県大井川下流部，富山，蠣波，黒部の各扇状地，出雲平野，讃岐
平野等を例に挙げて，「典型的な散村地域で見事な屋敷林が仕立てられている」
と記述している．次に，平地林との関係については，矢嶋 (1967 : 107) が，関
東地方では，冬から春にかけて卓越する北西風の防備としての屋敷林が，「平地
林として重要な役割を果たしている」ことを指摘しているに過ぎない．また，
地形との関係についても，上述のようにはっきりとした傾向は把握されていない．
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ただ，関東平野の屋敷林の研究はいずれかといえば，武蔵野台地などですす
められ，低地の実態についてはあまり解明されてこなかったように思われる．
矢島 (1984) によれば，関東地方における屋敷林の発達は，台地よりも稲作を
中心とした水田地帯（低湿地帯）の沖積平野の集落において，より早期に起っ
ていると息われる． ところが関東の低湿地帯の調査は実施されていない．
に重要な欠落部分がある．
3-2. 平地林の分布
し一し一
関束乎野における届敷林の性格や分布状況を理解する上で，平地林との関係
を見きわめる必要がある． しかし，乎地林について触れた文献でも屋敷林との
関係についてはほとんど言及していない．そこで間接的に平地林の立地や動向
をみることで，屋敷林の大局的な位憤を検討しておきたい．関東平野の平地林
に関する文献としては，つぎの二つが出色である．
第 1は，木村 (1985) の「関東畑作農法の構造と平地林」である．同氏はこ
の中で，乎地林の意義について次のように述べている．つまり，「平地林が広
く分布している関東台地畑作地帯の農家は，家畜の飼料・敷料あるいは堆肥材
の • 落ち葉などの供給地として平地林を積極的に利用して
いたほか，山林地帯ほどではないにしろ，そだ・まきなどの燃料や用材の供給
源になっていた点でも，平地林の存在は必要であった．」．また「平地林は，畑
を“空っ風”による風食から守っていただけでなく，農業生産の諸原料や農家
生活資料を自給するうえでも，（略）不可欠なものだった (67) 」．さらに，
， • 農 の 本 の に
し，近代化の名の下に浮遊する関束畑作農業のいわば“おもし”として，（略）
さらに日に Hに悪化する都市，地域住民の生活環境の“おもし" (=1 呆全）と
しても，その今H的意義は大きい (89) 」．
第 2は，犬井 (192) の『関東平野の平地林』である．本書では平地林の分
布と変遷が詳しく考察されている．それによれば，相模原台地，武蔵野台地，  ｀
大宮台地，常陸台地，下総台地，那須野原台地等の関東ロームに覆われた洪積
台地や，丘陵上の畑作地域に平地林が多く分布している．また明治以降に急速
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図2 関東平野における平地林の分布ー1982 年一
1. 乎地林 2. 山地 3. 火山灰土壌に覆われた台地，丘陵
4. 沖積低地 5. 平地と台地の境界
（犬井 192: 図1より引用）
に森林を開墾し，桑園化が拡大した埼玉県北部の大里台地や，群馬県束南部の
伊勢崎台地には平地林が多かった（図 2). そして平地林が卓越する地域の樹
に は， の • 町・村には針葉樹が多く，栃木県東
• • 川 の • 町・村では，一般的に広葉樹が多い．
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さらに首都圏のなかでの屋敷林の動向については，「近郊地域に比較して，
閃東乎野の周辺地域の台地・丘陵地の方が，平地林が鼠的に多」＜，また「関
束平野西部の台地・丘陵上より，東部の方が乎地林が卓越している」という．
このような差晃は，首都東京を中心とした都市化・工業化の影響の地域差が反
の に ， 川• 利根川・多摩川などの河川流
域の沖積低地や，海岸平野の九十九里平野などには，平地林の分布はほとんど
みられない」という．これらの地域では，早くから水田稲作が行われてきた由
である．
3-. 各都県の事例
ここでは関東平野の都県毎に屋敷林についての研究調査によってどのような
ことが明らかにされてきたのかを，概観してみよう． とりあげた各事例はまっ
た＜系統性はないが，却って，各地の地域l生の一面をみることができよう．
3-2-1. 東京一武蔵野台地の屋敷林植生と配置の例一
屋敷林を家森として捉えた内田 (193) の記載があり，そのH的が防風と同
時に防火の両方にあることに注目している（写真 1). すなわち，「束京付近で
は，防風林に仕立てる樹は，多くは欅，桧，樫，裸などであるが，これは武蔵
野のロームの乾燥し易い土質と，秋から春にかけての寡雨期がある関係から，
湿気を喜ぶ樹木が育ちにくいために，割合に乾燥に耐えるこれらの樹木が選ば
れているわけであって，これらの樹木が建築用材や，薪炭料となることを兼ね
ての目的にしてある．」「東京府の東部の低地や，千葉県の西部の低地では，黒
松または杉を防風林に仕立てて」いる．
辻村・伊藤 (1937) は，保谷村（武蔵野台地）の屋敷森の配固方向を，多い
順に北一杉，樫，欅，竹．西―樫，欅，杉．束一欅，樫，竹．南一欅，樫であ
ることを明らかにした（図 3). そして樹種別にみて，常緑樹の配置は冬の寒
波の防備に，欅または樫が南にあるのは夏の風の防備に適することを気候デー
タをもとに検証し，実際の屋敷森内では樹の配箇，粗密およぴ樹型等によって
「木陰」は種々児なったものになること，すなわち森が常緑樹と落葉樹との混
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写真 1 武 蔵野の屋敷林
゜0000000000 000 0 ........ 0  0  0 o ................ m 澤乏;3]';qJ(¥......... ． ゜ 汀 ． 。曰c
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図 3 保谷村の屋敷森
1. 母屋 2 . ●室 3 . 濱小 舎 4. 納 屋 5 . 井 戸 6. フロ
7 . 便所 ●シラカシ Oヶヤキ ▲スギ 村• 伊 藤1937)
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交林である場合には，常緑樹のみの場合に比して冬期の「木陰」はかなり少な
くなり屋敷内にHが多く差し込むことになる， という．
中島 (1963 : 3-4) は東京都久留米町の秋田家の居敷林，埼玉県新座町菅
沢の田中家の屈敷林をとりあげている．それによれば，「殊に武蔵野台地面の
畑作地帯における新田集落では，台地面を通ずる道路の両側または，片側に宅
地が並列した細長い列状集落を形成している．その代表的形態としては，小川
新田・三富新田・柳窪新田におけるように，道路と概ね直交する短冊形の土地
割りが施されており，屋敷地の背後に阻敷林があり，その後方が畑地となり，
更にその後方に山林がある．このようにして，ほぼ 1戸あたりの耕地・山林の
面積を一定して与え，山林は肥料・及び燃料の供給源とし，自給自足的農業経
営を可能ならしめんとしたことがうかがわれる」．
3-2-2. 千葉一屋敷林植生の地域性一
小滝 (201) によれば，千葉県内の屈敷林植生は以下のようにまとめられる．
下総地域： シラカシやケヤキを中心とした樹林で，住居を囲む傾向が特徴
である．ムクノキ・スダジイ・アカガシなどが交じり，モウソウチクやマダケ
をともなう場合が多い．北西部の集落では生垣にモチノキを配した景観が注目
される．利根川下流に沿う平野部には，タブノキの怪敷林が多い．
九十九里地方： クロマツ・ヤプニッケイ・マサキなどを主とした屋敷林が
みられた．（略）夷隅郡大原町には，イヌマキの生垣でありながら，ツバキを
生垣に用いている場所がある．ここのツバキ生垣は江戸時代中期以降のもので
に ， • 花形の変児個体の存在など他地域にみられない特色がある．
なお，中島 (1963 : 37-8) によると，九十九里平野に形成された集落は，
砂丘の発達に伴って，台地に接する所から海岸まで順次耕地を開拓しつつ形成
されたものであるが，主として中憔以後に発達した．（略）この平野では，内
陸からの北西風と海洋からの東風が卓越しているため，屋敷林は毎戸によく仕
立てられており， しかも，暖かい海洋の気候の影評を受けて，スギ，クロマッ
を主とする屋敷林の中に，クス，シイ，カシ類，モチノキ，クロガネモチなど
の常緑広葉樹類とマキが多く混交して，暖地の景観を良く表しているのも，こ
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の平野の特徴であり，また納屋集落では，ほとんどクロマツ林に含まれている
のと，マキで立派な生垣が仕立てられているものが多いのが，一つの特徴であ
るといえる．」
京葉臨海地域：開発地とその周辺地域についての調査資料によれば，新興
住宅地ではカイズカイプキが第一位を占め，次いで檜類，ほかにイヌマキ・ヒ
ムロ・キョウチクトウ・イヌツゲなど．都市化された宅地では，各家の生垣の
細分化が進行し，生垣機能の低下は免れない．それに対して農村部ではクロマ
ツ・イヌマキ・ケヤキが多い．次いでシュロ・トウジュロ・マテバシイ・シラ
カシ・カキノキ・スダジイなどである．
富沖市周辺：生垣にマテバシイが非常に多くみられる．砂地地帯の古い生
垣などでは，マテバシイを主体に， トベラ・イヌマキ・ヒサカキ・マサキなど
を混生させ，常緑樹に
よって住宅を完全防御
していると思われる状
況がみられる．
房総半島南部：鴨川
市内での観察では多くの
農家でイヌマキ囲いの
生垣が目立つ（図 4).
樹林の高木層はスダジ
イ・タプノキ・モチノ
キ・シロダオなどであ
る．さらに南下すると
屋敷林の構成種は暖温
帯性の樹種が目立ち，
自然要索がより強く反
映されてくる．とくに
メダケの分布が目立ち，
生垣にも利用される場
20m 
E :3.5m 高 F, G: 2-.sm 高］
図4 屋敷構えと植生 (H 家）
イヌマキの生垣はそれぞれの方角で樹高が晃なる。
（小滝 201)
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合が増え，屋敷林の重要な構成植物となっている．
3-2-3. 茨城一低地と台地における屋敷林の事例一
藤代町 (1987 : 24) は，低地の水塚がみられる地域の例として，生垣と届敷
森の植生について記述している（図 5). 生垣については，「篠竹の生垣ないし
竹林をもつ家が多い．これは，単に防風を目的とする生垣というより，増水の
際のゴミを遮る目的をもった生垣といえるものである．「マキ」を活かした生
垣が多くみられる．屋敷森については，「台地上の農村によく見られるもので
あるが，藤代においては，周辺市町村に比べると少ないようである． しかし，
そういう中にあって，（略）低湿地というハンデイをのりこえ生活にもっとも
必要な「たき木」や建築材を得るため最大限の努力を重ね植林を進めてきた形
跡が各地にみられる．
千代川村 (198) の場合，冬季の北西風，晩夏初秋の台風はさえぎるものも
なく吹き荒れる． とくに台地上では軽い赤土を巻き上げ吹きつける．かつて屋
根材が茅や藁であった頃は防火・防風を第一として常緑樹のシラカシやスギ・
竹類，時にヒノキが家々を囲んで植えられた． しかし南東側は秋冬の賜光を得
るためシラカシを整然と刈り込んだ高垣を設け，また夏の日陰と防風には落葉
樹のケヤキが植えられた（写真 2). ただし低地ではエノキが多く用いられて
いる（図 6). これらの樹種のうちシラカシは材が硬く弾力があり，農具の
柄・荷車・戸敷居・磨臼（するす）の歯などに用いられ，スギ・ヒノキ・ケヤ
キ・アカマツは建築材として貴重であり，自前の材を白木（地木）と呼ぴ誇り
にした． とくにケヤキは大黒柱や柩に用いられる．またその冬木立は北開束の
風物詩であり，そぴえる大木は社会的地位のシンボルともなっている．さらに
落葉落枝は堆肥材や苗床の熱源，燃料となった．竹類は竿，支柱，垣根材にし
たほか，ひしゃく，篭などが作られ，晩春には筍が食膳に登る．
届敷林の入口近くに内神（氏神，屋敷神）がまつられ，また裏の通りに続く
細い道がある．図は屋敷の北西側にある林の一例だが，高木にシラカシ，モミ，
スギなどの常緑樹と共に自生のヤマザタラ，コナラ，ウワミズザクラなどの夏
緑樹が多く見られ，林内にはシラカシ，スダジイ，モチノキなどの照菓樹が多
関東平野の粗敷林研究ノート 39 
o 1  2  3  4 sr,,,. 一..... ● ... ● . , . , ・., 
図5 低地の屋敷林（藤代町）
く，この地方の原植生をしのぶことができる．
3-2-4. 栃木一冬季の卓越風と屋敷林との関係一
• 平 は， 地 の
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写真 2 水口付近の屋敷林
（八千代町 1987)
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図 6 川西地区の屋敷配置 と屋敷林
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果を報じている（図 7, 8). 
1. 旧村・開拓村を通じて，昂敷森の発達は東部地域の扇項に者しい．これ
は風の強さを反映している. 2. 涅敷森の主要構成樹種は，扇頂ではスギが優
牙i 火 , ; ,
＼一
品
点
火
山
己一面囲いの屋敷森の分布心
□ 二面囲いの屋敷森の分布記戌
亡］三面囲いの屋敷森の分布地域
！ 
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咆
図 7 那須扇状地における卓越風の流線と屋敷森の分布（吉野他 1981)
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図 8 防風林の配置から推定した卓越風の方向
（吉野他 198)
先し，扇央ではヒノキとスギの組み合わせが，またシラカシは扇端部にしかあ
らわれないという特徴がある．タケは地下水位の裔い所，すなわち，扇央部の
谷沿いに分布する. 3. 屋敷森の風向分布は，全体的には NNW である．蛇
尾川以束の地域では，扇項から扇端部の丘陵の南方まで， NNW →NW→ 
NNW → N→ NNE と変化する傾向がある．蛇尾川以西では，扇項でやや西
よりの NW として吹き出し， NNW → NW→ NNW となる傾向がある．扇
端部では徴地形の影響も大きい．各河川の谷沿いには，ほぼこれに平行した風
向がみられるが，那珂川・稲川では中流部から異なってくる. 4. 屋敷森にも
とづく流線と，囲い数の変化をみると，二面囲いは風の吹き下ろす地域によく
対応し，三面囲いは風の集まる地域に分布する．また，一面囲いは，発散域で
も集風域でもなく，風向が安定している地域に分布している. 5. 以上の結果
を，気候観測資料と比較すると，本地域の冬季卓越風“那須おろし”は，背後
地 • 山際に， もっとも強く，その風下波動が，再ぴ地
上に降下するのは，東北本線付近であることが，二面囲いの分布域から推定さ
れた．また観測で認められた集風域や弱風域が，それぞれ，三面囲いの分布域
に対応することも，明らかとなった．
写真3は，筆者が宇都宮市東部鬼怒川低地で観察した屋敷林最観の事例であ
る．
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写真 3 宇都宮市清原地区の屋敷林 (204 .2.1 筆者撮影）
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3-2-5. 群馬ー屋敷林の発達方向一
強い冬型気圧配臨時に，北西季節風が関東山地を越え平野にもたらされる強
風（「空っ風」に対して，農家が周囲に配固してきた屋敷林は防風林として注
目されてきた．矢嶋 (1956) は，勢多郡宮城村に分布する屋敷林について，
• の に は の 村
特色づけていることに注目し，以下のように述べている．すなわち，「本地方
において，初冬の頃から翌年の春先まで卓越する北西季節風およぴ「赤城祗」
といわれる北風に対する備えである．本地域付近の風光およぴ風速に関する資
料（赤城山麓の前橋測候所の資料）から，防風林の位置は，冬の卓越風に対し
て育成されたものであること，そして民家の配置の多くがこの届敷林を背にし
て南面しているのが見受けられるのも本地方の卓越風が然らしめるものであ
る」．また東村 (197 : 37-8) によれば，冬季の晴天続きで陥水量が少ないと
きの強風（空っ風）は，乾燥がひどく，砂ぽこりを巻き上げるので風害が著し
い．風害の回数は，前橋から伊勢崎を中心とする一帯が最も多くなっている．
このため，風から家を守るためにケヤキや竹の防風林やカシの高垣が発達した．
以上のような屋敷林（防風林）の発達方向は，一面林（北，西あるいは束），
二面林（北から西にかけての鍵形），三面林（北，西，束の三方向）に分類さ
れるが，前橋付近には二面林と三面林が多く，利根川以束には三面林，利根川
以西には二面林が多く （吉岡 190), 北と西の方向は空っ風，束は台風と雷雨
に は •
根川中流の低地にあたり，中には板倉町周辺の水防建築（「水屋」）が発達する
地域として知られるが（板倉町 1980), ここにも屋敷林が発達している（図
9). 屈敷林と水屋の組み合わせは，埼玉県側にも発達し，利根川低地の自然
堤防上で古い地割を残すところでは，シラカシを主体とする鬱粁とした林を届
敷の北側と西側に配し，そこから数本ケヤキなどの落葉樹が高く辞えているの
が一つのパターンとなっている．荒川と入間川に挟まれる埼玉県川島町の自然
堤防上に立地する集落にも多数現存している．そこもまた，空っ風の卓越する
地域である．
ちなみに，梅本 (20) によれば，空っ風が特に卓越するのは群馬・埼玉県
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図 9 構え堀のある屋敷と屋敷林（板倉町）
境付近を中心とする利根川の低地で， その気象的な背景は次の通りである．
「関束平野北部の低地では，強い冬型気圧配置時に北西の乾燥した強風で
ある空っ風が吹き荒れる．電線が嗚るほどの強風なので風速はlOm/s を
超えると想像される．このような気圧配置時の関束平野でば快晴が続く．
夜間には放射冷却で地表付近に安定層（接地逆転層）が形成されるため，
深夜には風が収まることも多い． しかし，北西季節風は関東山地を越える
際に山岳波を形成し，風下側の平野部では，上空の強風域が地上に降りて
夜間の安定陪を破壊することもある．」
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3-2-6. 埼玉一県下の屋敷林の生態と民俗一
埼玉平野の屋敷林については，植物生態学の分野から永野厳が以下のような
記述を残している．
「農民は埼玉平野に進出するにあたり，優れた性質をもち，かつ土地条
件に対する強い耐性を示すシラカシとケヤキを選び，屋敷林や社寺林を
つくってきた．埼玉乎野ではシラカシーケヤキ型の屋敷林を一般に「や
ま」と呼ぴ祠をまつる．また，所沢地方では「屋敷森」と呼んでいる．
この「やま」も「胆敷森」も農用林としての機能をもつとともに，防
火・防風，さらに低地では洪水から家屈を守る上で大きな役割をはたし
てきた．広大な関東平野のなかでも，ほぼ中央部に位固する埼玉平野に
現存するシラカシーケヤキ優占型の屋敷林や社寺林は，原い関東ローム
層に被投された台地，古利根川と元荒川の乱流する低地，さらにきびし
い赤城祗と秩父祗のなかで生活するため，農民によって創造された人工
の森林である．」（永野1986)
「平坦な台地上に成立するシラカシ優占型の場合，シラカシは天然性の
立木と炭なり，落葉掻きなどによる定期的千渉を中止すると，昆虫類に
よる食害と菌害を受け，樹死することが非常に多い．とくに，樹高 3
-4m, 胸高直径 4 - 5c 皿，樹齢 7-8 年生の最も活発な若齢期に集
中する．このような現象は県西部山地の天然性シラカシ林には認められ
ない．この事実はシラカシ林が平坦な立地を嫌う原因を究明する上で注
H される（永野・ 加藤 1985; 永野 1985).
このような粗敷林の呼称や立て方，樹柾については，『新編埼玉県史別
編 1 民俗』（埼玉県 198) に詳しい記述がみられる．それによると，まず呼
称については，「県南部ではヤマ（草加市，岩槻市），ウチヤマ（鴻巣市，桶川
市），ウラヤマ（大宮市，飯能市）など，ヤマ系統で呼んでいる」が，北西部
では「カゼヨケ（小鹿野町，児玉町），ケーデー（秩父市，横瀬町），ヤシキギ
（神泉村）など」の地域差がみられる．次に，屋敷林の立て方については，風
の向きと風勢によって哭なるが，多くの地域では母屋の北側から西側にかけて
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立てている， という ．が， 比企地方から大宮台地の西半では西側 を最も強化し，
新座市，所沢市など武蔵野台地上では，北から西南側まで立てている． さらに
樹種については，県内全域に植えられているのは，けやきである．県の中央部
から南部にかけての屋敷林の構成樹種は，けやき，えのき，こなら，すだじい，
ひさかき， しらかし，あおき， もちのき，淡竹（はちく）などで，照葉樹が多
いのが特色である．県北部や秩父地方では，けやき，かし，こなら，栗，杉，
真竹などで，かしと杉が多いのが特色である．屋敷林には防風というほかに，
屋敷構えに威厳をもたせたり，農作業用の木材や竹材を入手するという 副次的
な目 的もある (123) .
また，屋敷の外囲いは垣や塀，堀などで仕切ることが多いが，秩父，児玉，
大里地方では比較的少ない（写真 4) . これに対して，県の東南部では千葉県
下で多くみられるような生垣で囲む例が多い．生垣の樹種は，地域によって多
少異なり，県東南部では嵩野まき ，まさき，さんごじ ゅ，つげ，あおきなどの
常緑の潅木が多く，県 北
地方ではかし，入間地方
では茶の木を植えた家が
多い (120) . 生垣には，
火災の延焼を防ぐ役割が
あるので落葉樹や燃えや
すい針葉樹は嫌われる．
また，洪水にも強い樹種
（横など）が選ばれている
ようである．
表 2 は，埼玉県の特徴
的な田園景観について調
査したものであるが，屋
敷林が景観構成上の重要
な要素として位置づけら
れていることを示してい
写真 4 屋敷林をもたない家屋
小鹿野町長留 昭和39 年）
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表 2 埼玉県の特徴的な田園景観
地形 地域名 市町村名 特性
l 半田（北部） 三郷市 屋敷林と河川の磁りなす棗観
2 柿木 平加市 広い田園屎観の広がり
3 八条 八潮市 広い田園景観の広がり
4 川通 岩槻市 田園と届敷林のパランス
5 兒沼田園 川口市・浦和市・大宮市 広い水田（畑）と水路，斜面林が一体となった
景観
6 • 大宮市 広い水田と河川，斜面林の織りなす栞観
7 南畑 富士見市 広い水田と河川の織りなす景観
8 • • 大宮市 整備された広い水田の景観，湯本・塚本 大宮市 水田と散在する屋敷林の景観
10 下幅岡 上幅岡市 広い水田と中央河川，点在する屋敷林の織りな
す梨観
1 • 川越市 広大な水田と散在する屋敷林の禁観
12 川通 岩槻市 水田と屋敷林のパランスのとれた景観
13 旭 吉川町 広い;]<IT, 水路と点在する居敷林の調相した累観
14 冨田 庄和町 広い水田と点在する屋敷林，河川の菜観
15 黒浜 蓮田市 畑，樹木が一体となった歴史的最観
16 綾瀬川沿 蓮田市・伊奈町・桶川市 広い水田と両側のゆるやかな斜面林
低地 17 全域（西部を除く） 川島町 水田の中に連続する屋敷林，水路およびそのヘ
りの樹林
18 （荒川堤沿） 鴻巣市 広い水田と遠望される秩父辿山の調和
19 小谷 吹上町 広い水[I と点在する屈敷林，水路の景観
20 大芦 吹上町 同上
21 北吉見 吉見町 同上
2 荒川堤沿 大里町 同上
23 栢間・ 柴山枝郷他 m面町 同上
24 • • 台 菖蒲町 同上
25 • 河原代・中里他 栗橋町 詞上
26 水深の油片ヶ島 加須市 広い水田と大きな沼の織りなす梨観
27 外記新田他 加須市・大利根町 広い水田と点在する届敷林．水路の穀観
28 • • 他 川里村 広大な水田と散在する圧敷林，水路の菜観
29 • • 真名坂 行田市 古墳と水田河川の織りなす歴史的累観
30 和田地区 行田市 広い水田と散在する届敷林の菜観
31 • 須加 行田市 広大な水田と水路の菜観
32 稲子 羽生市 広い水田と手入れされた屋敷林の点在する屎観
3 八基 深谷市 広いねぎ畑と屋敷林に囲まれた塊村の景観
34 -：：官= 所沢市・三芳町 に • 平地林
の景観）
35 幅原 川越市 畑と平地林の一体となった屎観
36 堀兼 狭山市 街村と畑と乎地林が調和した最観
37 水野 狭山市 詞上
台地 38 金子 入間市 茶畑と平地林，加冶丘陵が調和した景観
39 境 深谷市 畑と届敷林の点在する景観
40 櫛引 深谷市 道路，水路，庄敷林のつくりだす幾何学的校様
41 駒衣広木 美里町 水田と散在する平地林および丘陵地の織りなす
禁観
42 関 美里町 水田と沼及び丘陵地の繊りなす景観
43 精明 飯能市 田畑と地形の織りなす景観
4 高麗川沿 H高町 高麗川を中心に水田，畑，社寺，史跡などの変
化に富んだ漿観
丘陵地 45 神戸 束松山市 水田と河川．集落と丘陵地等が一体となった菜観
46 ーの谷 児玉町 山沿いの田．畑と手作業による農菜の禁観
47 太田 秩父市 水田の広がりと民家の点在する菜観
48 蒔田 秩父市 同上
注）埼玉の田囚景観の将米のあり方に関する調査研究チーム編「田園景観の将米のあり方Jp.6 より引用（一部改変）
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る．屋敷林表示している地域だけでも半数を占めている．
低地において注目されていることが確認されるのである．
また届敷林の景観が
4. 埼玉県内の屋敷林―市町村史にみる記載事例ー・
ここでは，これまでみてきたことを踏まえて，屋敷林についてどのようなこ
とが明らかにされているかを把捏するため，埼玉県内の市町村史に紹介された
記戟事例を収録した．すなわち，埼玉県内を大きく荒川を境に荒川以西（本庄
台地と櫛引台地を含む）と以東に 2分し，それぞれの地域をさらに台地（丘陵
を含む）と低地に分け（図10参照），当該市町村の屋敷林がどのように紹介さ
れているかを抜粋した．その際，屋敷林のみではなく農家の屋敷取りにかかわ
る舟屋や付属建物，庭，生垣等の配置にも配慮し，貴重な写真や図版について
も収録した．ただし，取り上げた市町村はすべてのものではない．是非取り上
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図10 埼玉県の地形区分（斎藤享冶原図）
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げるべきと思われるもので，取り上げえなかったものが若干ある．抜粋は，基
本的に原文のままとしたが，一部は＂ですます調”で表現されている所を＂で
ある調＂に統一し，長文の場合は省略を入れることとした．なお，取り上げた
市町村名の後には出典となった市町村史の発行年，また各引用文の末尾には引
用頁を括弧内に数字をもって示した．さらに一部筆者が撮影した写真も補充し
た．
4-1. 荒川以西
4-1-1 台地
長瀞町 19 : 村の中心となる道，あるいはムラとムラを結ぶ道を往還とよぴ，
往還から犀敷内へ向かう道をケエドウとよんでいる．（略）ケイドウから届敷
へ入ると，庭がある．庭は農作業の重要な空間で，古くはサナ（麦打ち台），
その後は足踏み脱穀機での麦こなしや，大豆や小豆，そばなどの脱穀，あるい
は脱穀終了後の天B 干しの場として使われた．そのため庭に石やゴミがないよ
うに常 H ごろこころがけたのであり，子供が散らかすと怒られたものであった
(91). 
［カコイギと屋敷林］ クネは，マサキヤヒバを用いる家が多い．また，カシ
グネといって，屋敷の北側と西側にカシを植えて風除けにした家もある．カシ
グネは，隣家との境界を示す機能も果たしている (90).
坂戸市 191 : 戦後も高度成長期までの農家は，江戸時代以降の田の字型の間
取りの藁屋根が大半であった．麦秋からのくるり棒による麦の枠打，八月に入
ってからの大豆，小豆の乾燥，稲の収穫後には何十枚という籾が，冬は織った
藁筵を干すために，農家にとっては庭は広さが必要であった．庭に凹凸をつけ
ること，小石の入ることなどは農作業の妨げとなるので，子供といえども容故
なくそれを犯すとどなれた．
庭の裏側には「木小屋」という物慨があり，屑っ葉といわれた囲炉裏で燃や
される木の葉が山と積まれ，本は燃料用の枯枝や桑の根などが四かれたもので
あろうし，隅には唐箕やいろいろの農具が磁かれていた．豊かな家には木小屋
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の上の方に白壁倉（土蔵）があったが，私の家には倉はなかった (303). 家の
廻りには木や竹の垣根があったが，門らしいものがある家は，字内でも， 3軒
しかなかった (304).
児玉町 195: [屋敷林］ 届敷林は，家を風から守るために植えられた木立で
あり，屋敷の囲いであるとともに，目隠しであり，また，構えに威厳を持たせ
たり，木や竹材を調達するといった，副次的な目的もある．この地方では，寒
い冬の間，「赤城おろし」「浅間おろし」と呼ばれる有名な関東の空っ風が吹き
下ろす．この冷たい北西の風を防ぐために農家などでは，屋根の北側から西側
に架けて屋敷林を作る．また，冬の間だけワラで風除けを作る家もあった．
居敷林はカゼヨケと呼ばれたり，ヤマと呼ばれている．植栽している樹木は
ケヤキ，カシ，コナラ，スギ，タケ等が多い．また，同様に，屋敷の回りを生
垣で巡らす家も多い．生垣は刈り込み式のものが多く，クネ，カキネと呼ばれ
ている．樹木は常緑樹の木で，特に，樫が植えられる場合が多く，カシグネと
呼ばれる．刈り込みなどの手入れが正月前か春，秋にしている．
屋敷林や生垣は丘陵，山間部ではなく，平坦地の農家に多く見られる． しか
し，最近は道路の拡張や母屋の改築，新築にともなって，屋敷林が削られたり，
生垣に変わって，プロック塀や石の塀などが作られるようになった (361).
「庭」農家にとって大切な仕事場だった．（略）広い作業場としての庭に対し
て，母屋の前には庭の一部分に坪山，坪庭と呼ばれる植木場があり，商家では
用敷の裏に中庭が作られている (361). 近年，農家の機械化が進み，乾燥機な
どの導入により庭での作業も少なくなり，そこには広い芝が植えられたり，土
が入れられ，築山を作り，植木を植えて庭園にする家が多くなった (362).
寄居町 1986 : 粗敷林は台地上の農家では特に発達し，北西風を防ぐために母
屋の裏手に多くは樫が植えられていた．竹細工用にとマダケの竹林にした例も
多い．山地の場合には山を背にしていることもあって，屋敷林よりも小規模な
生垣を周囲に巡らすことが多い．また町場にあっては塀が一般的であるが，密
接した商家間には特に障壁らしきものは設けないことが多い (133).
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川本町 198 : [庭］ 農 の は • の の
り，収穫した穀類をムシロにひろげて乾燥する干場であったから非常に大切に
された．ことに穀類に小石やゴミがはいるのを避けるため，男衆の従Hの日課
として竹需で掃き清められた．「庭にペンペン草が生える」ことは家庭が傾い
た証拠であり，いつも雑草一本なく，小石一つないように管理されている庭は
精農家のしるしであった．また「庭を掃いて落ち葉やゴミを畑に入れると八文
の得がある」ともいわれ，「庭掃き」は子供にもきぴしくしつけられた．庭に
ぬかるみができることを極端にきらい，雨の日には庭の端を通るように心がけ，
冬にタッペ（霜柱）の立つノッペ土の庭にはワラなどを敷いてこれを防いだ．
，農 に や の • に ，
農作業の場としての庭の使命は終わった (147).
［屋敷林］ 母用のきたがわの屋敷林を工ヤマ（家山），ウラヤマなどといい，
冬の北西季節風の強いこの地方の屋敷の特色となっている．杉，樫，欅，竹
（マダケ・モウソウチク）が多い．戦時中，杉や欅の巨木は強制的に供出させ
られたことば惜しまれる．竹林は筍を採取したり，伐って竹細工，垣根や稲架
けなどの材料として利用された．なお，富裕な農家では奥座敷の前に築山など
を配した例もあったが，多くは庭の一部のウエキバ程度であった．ウメ，スモ
モ，アンズ，カキ（生食用の 甘柿，干し柿用の渋柿），クリ，ザクロなどの
果物類も屋敷内に植えて自家用とした (150).
江南町 196 : [防風林一屋敷林］当町では犀犀の北西側に垣根を兼ねて森を
持っている家をよく見ることができる．これは他家との境をはっきりさせてい
るだけでなく，冬場になると風が北からあたるようになるのでそれを防ぐため
の ， • • 小田川家，吉野
， 本• 長谷川家）と呼んでいる．坂井の小田川家の裏山は杉と檜の混ざり，
塩の冨田家は杉と樫などと常緑樹が多い．
杉っ葉などの落ち葉や枝打ちした小枝や雑木などは，大切な燃やし木として
掃き集められたり，適当な長さに切り揃えて木小屋に貯蔵しておいた．杉っ菜
は火がすぐにつくので炊事用に最適だった．夕方になるとカマドの側に燃やし
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木として木小屋から運ぴ込んで積んでおいた．落ち葉の時期になると毎日のよ
うに掃き集めて，袋や竹カゴ野中に貯蔵したり，冨田家では桑畑にいれて堆肥
にしたりして使った (325).
小川町 201 : 小川町の地形は，西部の外秩父山地，中央部の小川盆地，北
東部の比企丘陵に大別することができ，それぞれの地形によって住まいに適し
た場所が選ばれてきた．外秩父山地に立地する典型が，町の南西の外れに位置
する腰越の赤木や栗山である．標砧は栗山が30 から 40m, 赤木が20 から 250
m のところにあり，いずれもやや緩やかな斜面を利用して集落を形成した．
そうした場所には乎地がほとんど見られないため，屋敷を構えるためには石垣
を築いて平地を生みだすしか方法はなかった．その際，重要になるのがH 照と
水場の問題である．より多くの H 照を得るには，谷底よりも中腹の方がよく，
南向きの緩斜面ならば巾し分ない．栗山の地形はこの条件をほぽかなえている
が，赤木の場合は谷底に近い家もあれば東向き斜面の家もあって，栗山に比べ
ると立地条件には恵まれていない (63).
飲料水の確保については，たいていの家がかつては山中のわき水を利用して
いた．直ぐ側に水場のない所では，竹をつないで屋敷内まで引き入れていた．
上水道が完備された今日でも，ゴムホースや塩化ビニール製のパイプで山の水
をひいて飲み水やお茶に使っている家は少なくない．
小川盆地の中心部では町場を形成し，町場からはずれたところには狭いなが
らも水田や畑が広がっている．そうした場所では，街道に沿って家並みを形成
している所もあれば，水田や畑の中に農家が点在している所もある．こうした
盆地の中にある家々の場合，生垣はあっても，概して屋敷林は発達していない．
武蔵野台地や埼玉低地によく見られる民家のように，こんもりとした届敷林の
陰に母屋が隠れてしまっている家は見られない．周囲の山々によって強い風が
さえぎられてしまうからである (64).
同 203 : 里山は，昔から農業生産や薪炭生産のために繰り返し人が利用して
きた自然であり，その地域における物質循環を甚本とした生態系である．更に，
それを利用する地域の人ぴとの生活も含めて里山として広く捉えるのが一般的
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である
の には の ， の •
敷とそれを囲む林，次に農業生産の中心的な場である田や畑，そして肥料や薪
炭を供給する雑木林．屋敷を取り巻く森を屋敷林（森）と呼ぶが，複数戸の屋
敷が並ぶ場合，背後に屋敷林が連なることになる．平坦地あるいは傾斜の緩や
かな地形では，土地利用が容易なため背後の屋敷林の奥行きは浅<'横に長く
伸ぴている．ま応集落・届敷の背後に急傾斜の丘陵や山を控える場合には，
屋敷を直接取り囲む森と雑木林が連続する場合が多い．屋敷林を構成する樹種
で分類すると，次のような三つの型がある (154).
スギ・ヒノキ型 屋敷を林構成する主な樹種は，建築材として有用なスギ
やヒノキである．スギの本来の生育適地は湿潤な土壌であり，ヒノキの場合は
土壌の薄い尾根などであるが，建築材として有用なことから，将米への備えと
して屋敷の回りに植栽されてきた．また，同じ針葉樹の仲間のモミも届敷林の
構成種として含まれる場合がある．モミは，本来低山地の尾根部などに生育す
るが，風によって種子が運ばれ町内各地に点在する．
ケヤキ型 平坦地や緩やかな傾斜地に成立する屋敷林に多くみられるのが，
ケヤキを主としたタイプのものである．本来，ケヤキ林は土壌の不安定な斜面
を中心に成立する林であるが，冬の季節風や乾燥に強く，武蔵野の風土に適し
た樹種として広く屋敷林として利用されている．また，ケヤキは川辺の段丘斜
面や崖地なども生育適地として自生駿河，こうした性質を利用し，ケヤキを主
体とした屈敷林をもつものが多い．
カシ型 小川町の集落のほとんどは，暖温帯に位固し，その地域の自然植
生を代表する樹種は，スダジイやアラカシである．町内の暖温帯下部域の面積
は小さいため，スダジイを主体とする屋敷林は見られないが，アラカシを主と
するものは多い．丘陵や山の斜面に成立している屋敷林にこのタイプのものが
多く，その地域に自生するアラカシを利用したものと考えられる．林内にはヤ
プツバキ・モチノキ等の照葉樹を伴っている．
入間市 198 : 道路から屋敷への入り口をジョウグチトイウ．ジョウグチの方
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向は巽（南束）が良いとされ，北東は鬼門ということで忌み嫌われる．
［カゼヨケ］ 屋敷の西側から北側にかけて，．カシの木を植えることが多い．
これは屋敷の境界を区切るという意味もあるが，草昂根は強い風に吹きまくら
れると，はぎとられてしまうことがよくあったので，主な目的は強風から家を
守ることにある (108). このカゼヨケ（風除け）はその他にも防火，防寒など
にも役立った．かつては，どこの家でも 2m以上ノカシの木が届敷の周りを
囲んでいたものだが，最近は家がたて込み隣近所が日陰になってしまうので，
木を切り倒してプロック塀に替えたり，カゼヨケを生垣のように刈り込んだク
ネにかえる家が多くなっている (109).
所沢市 198 : 徳川猫府は寛永末～慶安期に緻密な農業政策を展開，『慶安御
触害』の中で，農民の届敷構えや規模について，指示を与えている．
里方の村では居屋敷のまわりに竹木を植え，その下葉などまで利用し，
薪を購入しなくても燃料に不足しないようにしなさい．
に • の は の は
く作り，雨水など流人しないようにしなさい．また，夫婦ものの小家
族構成で馬も所有しないものなどは，下肥をつくることも少ないので
あるから，庭の中に三尺x二間(-坪）ほどの穴を掘り，その中に掃
き溜めや道芝を入れ，お勝手の雑排水を流し込んで，肥を作りなさい．
の の に 地 に • • 大豆・雑殻類
の脱穀作業を行うとき，悪い庭では土砂が混入し売り物にならない．
などと見える．また同じ頃，川越藩主松平伊豆守信綱も自領の農民に対し
て，
小百姓にいたるまで便所を作り，溜桶を設置して肥を大切に蓄え，ま
た範B, 庭の掃除を行い，はきだめを灰に焼き，肥をつくらねばなら
ない．
馬小尾で馬に踏ませた土を掘り起こして肥料とし，馬小屋には新しい
土を入れて，また踏ませては畑に運ぴなさい．うまやの土を畑に入れ
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るときは雨降りに行うのがよい．それは肥料が他人の畑に移らず，自
分の畑のために効率がよい (47) など誠に細かな指示である．
かようにして江戸時代の村の阻敷が，小農民の自立とともに形成され
たのである．まず冬の強い北西季節風を避けるために，屋敷林が必要
であり，それらの下枝を切れば薪としても利用できたのである．（略）
農民の屋敷は①住まい，②整穀の場，③肥料作成，④燃料の生産など
の四大機能が不可欠であった (479).
屋敷林は単に自然の暴威から住居を守るためのものではなく，農家にとって
は生活の場でもあった (48). 市内の狭山丘陵付の屋敷や，柳瀬川沿いの屋敷
は一見雑然とした屋敷林に囲まれている． しかし，その多くは冬の強い北西季
節風と関係したものである．屋敷の西から北にかけて，樫．欅を主体とした高
， の • 竹などが存在する．北側
に犀敷林を設け，その根元に藁屋根のイタクが南向きに立てられている．庭の
南側には低樹木や，春から秋まで豊かに葉を緊らせる柿などが植えられている．
これは台風などの南から吹く強風を避けるためであった．藁屋根は一ヶ所が吹
きちぎられると，瞬時に屋根全体を泉I]がされてしまうので，すこしでも風を押
さえようとする考えからであった．江戸時代から近代まで農家の庭は乎滑な作
業場であったから，一部の寄生地主を除いて庭園まがいの庭樹が植えられるこ
とは無かったのであり， したがって屋敷林は，庭の日陰にならないような配置
で設けられた．屈敷林の広狭差はあったが，いずれにしても屋敷の四壁のいず
れかに存在したのである．
屋敷林の下草の中には，フキ・ミョウガ・セリ・ヤマゴポウ・ユリ・ノビル
などがあり，また林内の低樹木にはサにンショウ・タラ・グミ・アケビ・ザク
ロなどがあり食用の一部を補った．近代になってシイタケ栽培が行われるよう
なると屋敷林は格好の生産の場として利用されるようになった (487).
藁屋根のイタクは主婆部分の建築材に欅を使った．大黒柱や長押は欅の大木
は • ， は •
ている．特に土台には栗などが利用されたが，これらの材種はほとんど屋敷林
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から求められるものである．山林を所有しない農家は，屋敷林に家屈材を植え
， や に ， • に
世代を経て家作に用いたのである (48). 寄生地主が屋敷や家屋の造作にかね
をかけ，門などを造るにしたがい用敷囲いが進展したのである．農家の屈敷は
画然と囲まれた場合は少なく，大方が屋敷林や隣接する畑地などに境界をなし
ていた． しかし，道路に面した側や，庭に落ち葉が吹き込むとか，雨水が流れ
込むような場所では垣根圃い（クネ）が作られた． したがって，届敷囲いは必
ずしも生垣に限らず，土手の場合もあれば，小川の場合もみられたのである．
の は， の の • ウラジロ・
桧などほぽ人の背の高さに刈り込むもので，当然樹木の下部の葉は枯れてしま
っていた．垣根の中に竹や杭で枝を整え，椋憫縄で縛り，枯れた部分には，若
木を植えて補いつづけた (48). 刈り込みは，枝を支えた竹や杭に縛ってから
行った．盛夏前までに一度ないし二度行うと，夏芽がのぴて垣根は充実したが，
農繁の季節柄，各家では一年おきになるのが普通であり，今日のように整然と
した造園的な垣根など殆ど見られなかった．
の に ， • •
どの低樹木を用いたのは近代になってからである．寄生地主が屋敷や家屋の造
作にかねをかけ，門などを造るにしたがい用敷囲いが進展したのである．（略）
垣根と同様に板塀で屋敷囲いをする例もあるが，それは五街道や脇往還などに
面した家や，江戸をはじめとする城下町などに見られたものが，農村において
模倣されて一時期流行をみたが，第二次世界大戦後は殆ど消滅した (489).
滑川村 1984 : 家の向きは「辰己の方角がよい」といわれ，ほとんどの家が南
か束を向いて建てられている．丘陵沿いの家では，用敷の背後に裏山があり，
平地の場合でも涅敷森がある．ここには，杉，桧，樫，竹などが植えられてい
てウラヤマとかエヤマ（家山）と呼ばれている．防風，防火，防寒などの役目
があり，落葉樹は避けられている (51).
母屋のほか，多くの家では，屋敷内に附属屋として，木小用，仕納小屋，蚕
吊，倉（土蔵），雪隠（便所）がある（図1). 木小粗はタキ木や薪を収納し，
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図1 中尾の大正時代の屋敷林
仕納小届は農産物の収納と作業をするところである．ほかに駄肥をおく肥間も
しつらえた．なお，木小屋のことをウダツというところもある（羽尾裏郷）．
裏山には屋敷の神としてウジガミ様をまつってあり，その祠のそばの大きな御
神木としている家もある．公道から屋敷に通ずる道はケドとかジョウグチと呼
ばれている (52). • 
東松山市 1983 : ほとんどの家で北側に屋敷林を持つ，ウラ山（裏山）という．
• 竹などの木で北西の強い季節風を防ぐための防
風林の役割を果たしている．また，屋敷内の木を利用して防風とワラの保存と
を兼ねてニュウを作った．ニュウとは立木を心にしてワラを円筒型に積み上げ
てつくる．このニュウを連ねて並べると風除けになる．家の北側にニュウが何
本も立ち並ぶ光景がかつてはよく見られたものである (209).
（垣根）屋敷の周囲に生垣を植える家が多い．クネという．カシの木で作る
カシグネ， ヒバで作るクネもあるが，カシグネは火に強く防火のために隣家と
の間につくられる場合が多く (209), ヒバのクネは見た目に美しく仕上がるの
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で道路に面した届敷の前面に多い．他に竹垣も見られるが，板垣や石垣は少な
かった．年一回はクネユイをして整える．クネユイは伸びた枝を切り，竹を横
に渡して両側からはさみ，縄で結び形を整える作業である．正月までに行う仕
事である (210).
鶴ヶ島町 192 : 個々の屋敷は概ね南ないし東南向きに構えられる．このこと
は公道の位置とはほぼ無関係である．屈敷の裏側をセド（＝背戸）といい，冬
の北風を避けるためにしばしば屋敷林が植栽される (14). 吊敷林は用敷の裏
に広がる小規模な乎地林で，それにより北西の季節風を避けるとともに，その
下枝は薪として利用され，落ち葉などは堆肥として使われてきた．成長した樹
木は家屋などの材ともなり，場合によると販売されて現金収人の元ともなった．
鶴ヶ島で最も整った屋敷林は，大字高倉のそれであろう．文書史料などから，
高倉の届敷林は，近世の前期までは査野という地目の草地の如きものであった
と推定されている．利用の形態は，甚本的には肥料用採草地であったらしい．
当時の農耕肥料の主体は，生草や生木を利用した刈敷というものであった．こ
の萱野が林に変わっていったのは， 18 世紀頃からと思われる (150). 森林化の
理川は，肥料供給源として採草に利用してきた原野を， より経済効率が高い薪
炭林にしたからである．これにより秘府は租税取り立て強化を図ったと言われ
る．また刈敷を金肥に替えるという肥料革命がこの時期に始まったことも，そ
の背景にある．この屋敷林は，明治初年には雑樹林として記載され，現在はス
ギ・ヒノキを主体とする林に変化している．
粗敷林の形成の時期は，（略）甚本的には近世の中期以降のようである．た
だし，例外として，一部の旧名主家の屋敷地や届敷まわりには，中世にも遡る
かと推定されるスギやケヤキが生育している．現在も昔からの家の裏には届敷
林が残っていることが多い． しかし経済的な価値が格段に下落しているため，
その利用の方途は防風以外にはほとんどなくなっているのが現状である
(151). 
大井町 1985 : 大井町は武蔵野台地にあって畑作地帯に位置する．関東では，
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秋から翌年春まで，からっ風と称する季節風が吹きまくる．武蔵野台地の表土
を吹きあげ，上空をまっ赤に塗りつぷす．そのような時には目を開けていられ
ないはどのひどさである．このため家屋を強風や，砂艇などから守るために樹
木が植えられている．特に屋敷の北側には，ケヤキの大木を植えて北風の直撃
を避けた．この外，屋敷林としては杉が多く，次いで竹や篠竹となっている．
鶴ヶ丘地区の有山氏は，家号を杉山と呼称されているのも，栂屋の前に杉林が
存在したためである．また，南に面する母阻の前に，カシの木を数本，等間隔
に植えられているのをよくみかける．これは南からの風害防止が目的である．
これらの屋敷林は防風，防火に役立つ上，枝木や落ち葉は燃料や肥料にも利用
された．
［庭の利用と樹木］ 庭はどこの家でも農作業の場であるため，かなりの規模
の面積をそれに当てている．例えば，収穫した米や麦を干したり，また， くる
り棒で叩くなどの作業もすべて庭でおこなわれた．庭の隅には，薩摩芋などの
苗床用として，落ち葉の堆肥が笛かれていた．庭内の植木としては，柿や梅の
木などはどこの家でもみられた．梅干しや干し柿などは十分自給できた (23-
24). 
三芳町 192 : 屋敷内には防風・防火を第一義的な目的として数多くの樹木が
植栽されている．どこの届敷にも必ず植えられているものとしては欅と樫をあ
の 地 は • 杉・檜を植栽して
いる場合が多い．防風・防火という H的ではないが，届敷内に柿・梅を植える
ことが多く，そのほか桃・スモモ・ザクロ・枇杷などを植えている家もある．
これらの果実樹はナリモノ（成物）とかナリキ（成木）とよばれている
(36). 
屋敷内に茶園をもつ家もある．屋敷地の周囲はイキグネといってヒバ・ヒイ
ラギ・モクセイ・アオキ・マサキなどの生垣をめぐらす家が多い．また屋敷内
には植えるべきだとされる樹木がある反面，植えてはならない樹木もある．防
の • 樫は屋敷内でも概ね次のような場所に配罹されてい
ることが多い．欅は屋敷地の外周に植栽される．欅は高さ15-20{;: になる樹木
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で屋敷内ではもっとも高く育つ．ホーキダチ（需立ち）といって（略）上部で
枝を大きく広げる．（略）夏は広がった枝に葉が茂り屈敷内に日陰をつくり，
冬は落葉して屋敷内に木漏れHが差し込む．また落葉ば燃料や肥料となる．樫
は母屋の北側，高垣にして家の西側（側面）や南側（正面），あるいは蔵など
の大切な建物の周りに植栽されることが多い．樫は生木の状態でば燃えにくい
特性をもっていること，冬でも常緑の葉を繁らせているので，防風効果も高い
ことから建物の周囲には必ずといってよいほど植えられている．
屋敷の中に広い面積をとり，杉・檜を数十本の単位で植際している場合も多
い．これも防風の効果があるし，また枯れ枝は焚き付けによく利用されている．
竹林を持つ家も多いが，竹はぼうふうだけでなく篭をはじめとした農具の材料
にもなる．（略）欅は大木になると家の建て替えの際に材料として使うことが
できるし，建築材，船材，臼材として高く売れたという．また，欅は車大工や
欅用が買いに米たという．樫は硬いことから大八車や鋤・鍬の柄として使われ
た．杉・檜は建築材として自宅の改築のためや売るためにうえられたものであ
る (37).
新座市 1986 : 新田開発により建築された家の多い大和田では，地割りは川
越街道などの多くの街道に面して短冊状に並んでいる例が多い．農家の場合，
奥行きの広い敷地の中でも街道沿いに屋敷を位置させている．主屋の南側に作
業をするための空間・ニワがあり，用敷への出入り口はさらに南に設けられて
いる例が多い．街道沿いにある尾敷でも，街道がさらに南側に走っているなら
， • 街道となり，生活の上で誠に都合のよい配置なの
であるが，必ずしもこのようではない例もでてくる．つまり，街道が反対側に
北側を走っている例である．（略）片山では自然の地形に対応した形で，山や
川を背にし，南向きのやしきをつくることが理想とされている．
大和田・片山いずれの地区も，屋敷構えはイタク（居宅）またはオモヤ（主
屋）とよばれる主屋を中心に，モノオキ（物四）・クラ（蔵）・シモゴヤ・クズ
ゴヤなどの附属屋によって構成されている．これらがニワを取り囲むように配
置されている．屋敷の周囲には生け垣をめぐらす例が多く，ケヤキ・カシなど
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が家屋を守る防風林の役割を果たしている (68).
朝霞市 195 : 屋敷をどのように設定するかという，いわゆる屋敷取りは，
①地域の自然環境や地理的条件によって左右される．②町方・村方三役，名主
あるいは草分け，大本家といった役職や社会的階層の問題（かつては格式を重
んずる気風があり，それが一目瞭然となったのが家屋敷そのものであった）．
③その家の生業の種類や規模の問題．あるいは④母屋を中心にして考える場合
と，井戸を中心にして考える場合とがある．前者は栂屋の位協関係によって附
属舎を配四するが，後者は井戸の枡枠とする方位を重んじることによって，母
• • 囲炉裏などに至るまでの，さまざまな位置を定めて
ゆく（陰陽五行説の影響）．
台地上の平坦部に位置する民家の屋敷は，いわゆるハケと呼ぶ台地の先端お
よぴ段丘部に位匹する民家の屋敷面積よりやや狭く整然としている．これに比
べて，ハケ部にある民家の屋敷は起伏や入り込みが激しく，鬱蒼としたヤシキ
バヤシ（屋敷林）やヤシキモリ（屋敷森）を有することが多い．この場合の樹
木は，竹，欅，杉，檜，楠などとなっている．一方，台地乎坦部では屋敷の境
は ， • • • 板塀などにより仕切ら
は • • • アオイ等が利用さ
れている (4-45).
［屋敷林と垣根・塀］おおむね台地上の乎坦部に位置する民家の阻敷は，い
わゆるハケと呼ぶ台地の先端および段丘部に位置する民家の屋敷面積よりやや
狭く整然としている．これに比べて，ハケ部にある民家の屋敷は起伏や人り込
みが激しく，鬱蒼としたヤシキバヤシ（屋敷林）やヤシキモリ（屋敷森）を有
の の は， • 杉・ヒノキ・楠などとなってい
る．一方，台地平坦部では屋敷の境界がはっきりしておらず，クネ（生垣）・
• • 板塀などにより仕切られていることが多い．そして，クネでは
• • 桧・柊・アオイ等々が利用されている．また，屋敷林は防風や防
火・防艇・防雪の効果を第一の目的としているが，小枝や落ち葉は家の燃料や
堆肥にもなり，ある程度の年輪をへた樹木は建築材として古くから活用されて
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きた．家によってその利用のされ方もさまざまだが，一般的には自宅の新築・
増改築のための建築用材として，あるいは調度品や娘の婚礼道具の索材として
使ったり，立木を売却することで急時の生活資金などに転用したりした．ちな
みに，女の子が生まれると屋敷地に桐の木を植えた(48).
屋敷林は防風や防火・防瞑・防雪の効果を第一の目的にしているが，小枝や
落ち葉は家の燃料や堆肥にもなり，ある程度の年輪をへた樹木は建築材として
古くから活用されてきた．家によってその利用のされ方もさまざまだが，一般
には の • 増改築のための建築材として，あるいは調度品や娘の婚礼道
具の索材として使ったり，立ち木を売却することで給仕の生活資金などに転用
したりした．ちなみに，女の子が生まれると屋敷地に桐の木を植えたものだと
しヽう (48). 
和光市 1983 : 防風林は広い平野の住民には欠くことのできない施設である．
特に草昨き屋根の家では，（略）風から屋根を守るために樹木が植えられてい
る．南もしくは南束の風がつよいうえに (17), 屋敷構えが南に広くニワをと
る形なので風をまともに受けてしまう．そこで，カシの木でイタクの直前に高
い生垣を作り屋根の風除けにする．白子では南側と西側を鍵型に囲う家もみる
ことができる．また敷地の北側にはケヤキ，カシ，ヒノキなどの大木が北風を
防ぐ．イタクの南側にはカシを三本，ほぼ等間隔で植える．下新倉では，「カ
シの種をまく」といったりする．若木のときから樹間に渡した竹桟贄田をから
ませて，薄く団扇状に育てる．こうすれば風を適度にやわらげ， しかも届根を
おおてしまって日当たりをさまたげることはない．また，下枝をある程度落と
して，居室の採光も考慮している．
こうした防風林はコの字型の屋敷構えと共に武蔵野一帯に最もよくみられる
形である．防風林はその他に防火や防火にも役立つし，落ち葉は肥料にもなり，
枝打ちしで燃料も得られる．草昨き屋根は火災に弱いので防火のために隣家と
の間に常緑樹を植える地方は多いが，市域には特別な防火対策はみられない
(18). 
県内の農家を大別すると荒川に沿った北部の水田地帯，児玉から入間の丘陵
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沿いの養盃地帯，厚いロー層の堆積した野火止と周辺の畑作地帯，飯能や秩父
地方などの山岳地帯に分けられる．市域はこのうちの畑作地帯である．畑作地
帯では，水田地帯のように屋敷の位附は耕地に左右されることなく，割合各戸
がバラバラに屈敷を構えている．
敷地の境界はイキグネ（生垣）でくぎった． しかし，ィキグネは道路に面し
た部分だけを圃い，隣家や他の敷地や畑などの境は樹木が大雑把に植えてある
くらいで別段区切りは設けない．白子では四囲を圃む家も稀にみられた．下新
倉の三協のように農家が接近して何件も並んでいるところでは，各戸が道路と
隣家の境の二面を鍵型にイキグネで囲った．イキグネにはサワラやヒイラギが
多く用いられた (14).
川越市 1968 : [風よけの立木］ 冬は西北ないしは北風が多い．かし・けやき
が土地に適していた． しかしこれらは風除けの垣根としてではなく， もっと太
くして防火の意味で植えたものである．（宿西） ジョウグチのそばなどに，ょ
くかしの木が5, 6本植えてあった（宿束）
［垣根］クネと呼んだ．竹と竹との間に木の枝を人れて作った．生枝を曲げ
て作ったものをとくに「いきぐね」と呼んだ．生木を曲げて作ることもあった
が，ヒノキの垣根だけは「ひのきのくねは， しんじょがおえる」といって造っ
た家は少なく，かしの木で作ったかしぐねが多かった（宿西）．クネは暮れに
作った．クネを作ることを「＜ねゆい」といった． ＜ねゆいは正月準備のすす
とり・餅つき・しめなわかざりなどの一連の行事と一緒に行った（宿東）．「さ
んりんぼうは火にたたる」といってその日にはくねゆいをしなかった．このH
はなわをなうことを姪で，屋根替えやくねむすびをしないのだという（宿束）
(26). 
上福岡市 197 : 母屋周辺には，火災除けや風除けのために，屋敷林としての
• 樫の木や竹やぶなどを植えていた． 日があたらなくなるほど植えてはなら
ないといい，南のほうは植えないでおくという．家によっては，母昂北側の樫
の前にワラ製の風除けを作るなどして，屋敷林と合わせて二重にした家もあっ
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富士見市 198 : [ノガタとサトガタ］ 市内の民家の分布は，その立地条件と
農業形態によりノガタとサトガタに分けられる（表 3). ノガタは台地上の畑
地 ， • • • 小豆・甘藷．
， • 東京へ送られた．サトガタは，新河岸川周辺と，
新河岸川から流川までの低地で，稲作を中心とした地域である (195).
冬の季節風に対して防風林を設けることは，武蔵野の農家の代表的な特徴と
されてきており，富士見市内の民家の場合，クネあるいはイキグネと呼ばれる
低い生垣が周囲をかこみ，さらに北側を中心に欅や竹など背の高い樹木によっ
てヤマと呼ばれる昂敷林が設けられる．クネおよぴヤマについては，ノガタと
サトガタの間に大きな違いはみられないが，ノガタの地域においては都市化傾
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向の影響かクネを石造りの塀に変える例がみられる (197).
志木市 1985 : 農家の母屋自体は，束か南に面していることが多い．寄棟か切
妻のカヤ昨きの屋根で，妻のことをカヤをたたいてへこませ「水」の字を浮き
出させている家もあった．往遷との境はヒイラギや杉，また茶などが植えられ
ている．母屋の背後は防風林を兼ねて竹や杉，ケヤキなどの林がみられたが戦
時中に伐採されてしまったことが多い (45).
4-2. 荒川以東
4-2-1. 台地：
桶川市 198 : [昂敷林と附属屋］ 台地上にあるため季節風が強いので自然の
斜面林のほかに，ウチヤマと呼ぶ屋敷林を繁茂させている．樹種はカシ，シイ，
ケヤキ，コナラ等が多い．屋敷地は， 10-3 面あり，屈屋を中心にして附
属屋として納屋，木小屋，長屋門，蔵など 2, 3棟あるが，大きな農家は灰小
屋（肥料として使う灰憤き場）もあって，大正の頃までは東京から舟で運ばれ
てきた灰も購入していた．
北本市 198 : 北本市の集落は西は荒川，東は赤堀川の低地に挟まれた台地上
に立地している．
屋敷取り 南向きの栂屋を中心に前面に庭，東側に便所，灰小届，堆肥小届，
木の葉小届．左手前に農作業をする小屋，人り日は左手前が多い．右手後ろに
物謹ないし土蔵と屋敷神．左手後ろに味噌小屋．後ろに井戸，または水屋．右
手横から後ろにかけて防風林がある．以上を含む範圃をヤシキ（屋敷）といっ
ている．冬の北西からの強い季節風を防ぐことと，庭への H 当たりが特に配慮
されている. (375-6) 
［ニワ（庭）］ 母屋の南側には，広い庭がある．母犀裏のセドニワにたいし
マエニワと区別して呼ぶ家もある．農作物の干し庭として使用されていた．収
穫期には庭一面にムシロがしかれ， しばしば庭の広さはこのムシロの枚数で表
現された．麦の耕作面積と関係していて，普通40-60 枚，中には百枚を超す家
もあった．大麦の場合はムシロをしかず，直接土の上に穂切りした麦をひろげ，
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この上を馬に石のローラ ーを引いて回らせて脱穀した．従って，常時，ニハは
固めて平にしておき，草はもちろん，小石やゴミ屑一つないように心がけられ
ていた．（略）冬は邸を敷いて霜柱が立たないように気を付けた． しかし，今
日では，脱穀機や乾燥機が使われるようになり，ニワの持っていた意味はすっ
かり失われてしまった．植え込みが庭にどんどん広がってきているし，芝を植
えたり，飛び石をおく家が多い．
写真 5 生垣 （北本市宮内）
写真 6 クネ（北本市高尾）
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クネ，生垣屋敷の境や屋敷内の地境にはクネ（生垣）が作られている．ツ
ゲ・サンゴジュ・ヒバ・マサキ等を仕立てて竹でクネを結う（クネユ・クネシ
バリ）（写真5, 6). 一月に入り，月遅れ正月を迎える準備の一つとして行わ
れた．また，茶・ドウダなどを並べて上，刈り込んでそのまま地境にもする．
の ， に • 高くクネ
を仕立てるにはサンゴジュも仕立てられる. (378) 
ウラヤマ（裏山） 母屋の背後には，いわゆる防風林としての壮大な屋敷林が
ある．ウラヤマ（裏山）という言い方が普通で，セドノヤマ，イエヤマとも言
ぅ．ウラヤマの木といえば，杉の木が代表的なものであるが，最近は枯れた木
が目立つ．特に，国道17号沿いなどでは自動車の排気ガスの影響が大きいとい
う．杉に変わりヒノキが増えている．セノタカイケヤキ・カシも交じる．北束
の済みには竹林を持つ家が多い．マダケである．蚤ノエピラや山掻きの篭，竹
ぽうきなどを作るのに竹は必要であった. (379) 
伊奈町 20 : [届敷取り］ 屋敷とは家屋と家屋に付随する諸施設とを包括す
る居住空間を示している．伊奈町の標準的な家の屋敷取りはおおよそ次のよう
である（図13).
衣食住等の生活の拠点となる母屋が南向きに位置し，その南側に農作業など
， の に • 堆肥小屋等の肥料に関する施設，
庭の南や西側に農機具や穀物などを収納したり雨天時等に作業を行う長屋や木
小届がある．母粗の北側や西側には物箇や土蔵があり，土蔵等の西側には味噌
小犀があり，その西側には屋敷神が祀られている．また，母屋の北側にはセド
と呼ばれる井戸や水屋がある．
これらの施設の北側と西側を冬季の強い北西風を防ぐための防風林が囲んで
いる．また，母屋の前面に台風等の強い南風から母屋の屈根を守るためのカシ
グネを作る家もあった．これらの防風施設は一部を低いイケガキにするなど B
照の確保についても留意されており，植栽や手入れの方法などにも配慮がみら
れた．
母屋は屋敷の中央よりも後方に位附しており，作業場となる庭の空間が十分
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図13 屋敷と植生（伊奈町丸山）
とれるように配慮されていた．また，栂屋の向きは必ずしも真南を向いている
のではなく，幾分東を向いており， H照が少しでも早く差し込むことや西Hを
避けることなどが配慮されていたようである. (147) 
与野市 1980 : 屋敷林は，涅敷の北側と西側に防風林や建前の材料，小枝等は
焚き付けとして植えられ，杉が多く用いられている．近年は住宅地に転用され
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たり，杉を孟宗竹に植え替えたり，様相がだいぶ変わっている (15) .
浦和市 198 0 : 屋敷林は，屋敷の北側と西側に防風林や建前の材料，小枝等は
焚き付けとして植えられ，杉が多く用いられている（写真 7) . 近年は住宅地
に転用されたり，杉を孟宗竹に植え替えたり，様相がだいぶ変わっている
(15 1). 屋敷林のことをセドヤマという．杉の木が多く植えられているが，竹
山もある． 他にケヤキヤシラカシなどの高木 も植えられている．杉は建築用材
にもなるし，竹は農作業に使われる (39) . なお，屋敷に植えることを忌みき
らわれる樹木として， ビワ，イチョウ，ザクロ，アジサイ，サルスベリ， ドウ
ダン等がある．ビワは東南に植えてはいけないという ．病人のうなり 声を聞き
たがるため，つまり病人を出すからという理由である．また，イチョウ，ザク
ロ，アジサイ， ドウダンは寺木だからという理由である．また縁起がよいとし
て植えられる木は，ナンテン，モッコク ，モチ等であり，いずれもその名前か
らきている．なお，アオノヒイラギヤマツを鬼門除けとして植えた．
［垣根］ 垣根のことをクネといい，年一回クネユイをする．生垣は，竹笹を
混用する．カシグネは前の方に作られ，カシを並べて植え，平た＜挟んでクネ
にした．高さは 3 , 4 間 (5 - 7 m) に及ぶ．東南の風（台風など）から屋根
写真 7 屋敷と屋敷林（浦和市三室，昭和5 年）
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を守るため， 日から守るため，また土蔵などについては，南面側にカシグネを
作り，乾燥を防ぐなどに使われた (40).
白岡町 1987 : [屋敷林］ 屋敷林が台地の風景をつくる主役である．当町では
実ヶ谷，爪田ヶ谷などに典型的な屋敷林を背負った牒家風景を見ることができ
る．県の木でもあるケヤキ（にれ科）が需のように枝を広げ，スギ（すぎ
科）・ヒノキ（ひのき科）・カシ（ぶな科）などが黒々と鈴えて北西風を遮る．
それらに包まれるように建っている家屋の周囲には，サンゴジュ（すいかずら
科）・ネズミモチ（もくせい科）・イヌツゲ（モチの木科）などが生垣としてき
れいに刈り込まれている．屋敷の周囲には，ウメ（ばら科）・カキ（かきの木
科）・クリ（ぶな科）・ユズ（みかん科）・ビワ（ばら科）・ザクロ（ざくろ
科）・イチジク（くわ科）などの果樹が季節の色を添える (51).
同198 : [農民の住まい］ 猫府は寛永20年 (1643) の御触書で，名主そのほ
か惣百姓とも身分相応な家作にするように規制している．
一 里方は，居屋敷廻りに竹木を植え，下葉共取り，薪を買候わぬように仕
るべき事，これは，竹木を屋敷の廻りに植えて，落ち葉などを集めて，薪を買
わないようにするということである．
岩槻市 1984 : 屋敷の区画は，屋敷林や生垣などで行われているのが一般的
である．道路から屋敷までは細い道が設けられており，この道をカイドー，ケ
ドーなどと呼んでいる．
農家の場合，商家や町屋などと比較すると屋敷の規模は大きく，また，母屋
の前面は作業場として使用するため大きく開けてあるのが一般的である．母屋
の前面をマエニワ・ニワ・ニワバなどと呼ぴ，収穫物の麦や米を干したり，脱
穀を行うなどの作業をする場所とされてきた．
マエニワに対し，栂犀の裏は狭く，ヤマ（林）になっている例が多い．そし
， に ， • 井
戸・灰小用などの建物が配慨されている．昭和30年頃までは，どの家も草昨き
屋根で，またキゴヤ・シニバなどの附属建物も草屋根であったため，防火につ
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いては細かな配慮がされていた．屋敷の周囲にはカシ・ソロ・ケヤキなどの樹
木を植え，防火と共に防風の役割も持たせた．
また，屈敷内の建物と建物との間にも，カシの木を植え防火に努めた．かつ
ては，専門の刈師がいて紺年きれいに刈整えたという．この他，グシ（棟）の
端に「水」の文字を刻んだり， トプグチには秋葉神社・笠森観音などの火防の
お札を貼っている家が多い．また， ミズグサという燃えにくい木を棟木に使っ
て呪いとしている家もある．このように，木を植えるなどの防火対策の他，信
仰・呪いなどによっても火災から家を守ろうとした努力は大変なものであった
(517). 
農家では，母屋の前面の庭を作業場として使用するため，広く開けているの
が一般的で，そこニワと呼ぶが，屋敷内の一角を塀で区切り，ッポニワという
庭を設けている家がある．母屋の西側に位置し，六尺程の高さの塀を立て，出
入り口を設けている．ッポニワは，植木などで造園してある．このニワは，索
封家に見られたという．
の は の ， • 樫などを植え，屋敷林になっている．これをウ
チヤマと呼んでいる．竹を植えてある場合はタケヤマと呼ぶ．これらは，防
火・防風のためであるが，竹などは，農作業などにも使用されることが多い．
また，杉や樫などの樹木は，建築用材として使用されることが多い (518). し
かし，屋敷林の大きく育っている樹木は，家柄の良さを表しているものといわ
れ，よほどのことがないかぎり伐採するものではないという．（略）屋敷林の
落葉は，貴重な燃料となった (519).
鳩ヶ谷市 198: [燃料となる樹木］ 今Hでは，ガスや石油が広く普及してい
るが，それまでは薪が重要な位躍を占めていた．鳩ヶ谷台地には，「ナランポ
に， ， •
あった．これに対し，低地部では田が多く，そのところどころに矢米木として
楢や榛の木が植えられていたり，屋敷の背後に防風林としての屋敷林が形成さ
れているくらいで，台地部に比して樹木が至って少ない． したがって，台地部
では燃料の獲得が容易であり，樹木の少ない低地部においては，容易でなかっ
関東平野の屋敷林研究ノート 73 
た (21).
［屈敷内の植物］ 母用の背後は，防風林としての雑木林を形成していたが，
に は， は や ， の • • •
• • • や • • もみじ・珊瑚樹・
• 桜などである．特に竹林の面積の比率の高い場合が多く，タケヤマ（竹
山）などと呼んでいる．これらの竹は，竹用に売却する家もあるが，主に，稲
刈り時の稲の天B干しに使用する矢来竹としたり，居根の下地材，母星の天井
の貸の子竹として使用した．
この外，欅，杉などが目につくが，特に欅は，新築の際の大黒柱として使用
したり，米つき臼や，餅つき臼に利用された (243). また， しゅろの木はしゅ
ろ縄として使用したり，その他いろいろと活用できたのでどこの家にも， 1, 
2本は植えられていた．物置の前面などに，それと平行に樫が数本植えられて
いる家がある．これは防火用として，母屈と物置の相互の類焼を防止するのに
植えられたともいわれている．この他，柿の木がニワや，母屋の周囲に植えら
， の には， • • まき・つつじなどが植
えられている．家によっては，藤とか枇杷は植えてはいけないとか，柚子・柊
はとげがあるからいけないという家もある．南天は便所の脇に植えると良いと
には， • • まさき・樫・珊瑚樹・茶
などが植えられているのが一般的である (24).
久喜市 19 : [庭］ 農家の庭は，一般に母屋の南側に広くとられていた（写
真 8). これは農作業のうえで重蔑であるためであり，こうしたこともあって
庭は大切に保護されていた．調杏した農家の庭は，ムシロを一度に10-5 枚
拡げることのできる広さがありました．ムシロ干しは，収穫した米を乾かすも
ので，二升ざる一杯の米を 3枚のムシロに広げ， 12枚で 1俵， 120 枚で10俵分
の米を広げることができた (12). こうした作業のために，庭は平でないとい
けないので，下や雨から守ることが必要になる．このため，夕方霜が降りるこ
ろになると，藁を切って一面に撒いておきました．稲の調整をするころには，
霜の降りる心配があるので，このころの昼間にしいておいた藁をヤマに出して
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写真 8 農家の全景（久喜市）
おき，作業が終わると再び一面に敷いたものである．この藁は霜の降りなくな
る3 月の彼岸位まで敷いていた．星川から近い地区では，藁のかわりに砂を採
ってきて地面が見えなくなるくらいに敷いた．また，夏のドシャブリの後には
凸凹になると鍬を使って直した．普段でも庭のまん中は歩くものではなく，敷
石の上や隅の方を歩き，雨が降ってゲタで歩くと凸凹になるので怒られたもの
である (1 2- 1 3) .
［立木］ 生垣には柘植，珊瑚樹，鞘，横などを植えた．逆に，南天はいけな
いとか，マサキは虫がつくからいけないなどとも言われた．また，前（南）に
はマキを，隣の家との境にはサンゴジュというように植えわける傾向もあった．
裏山には，竹やシイガシ，ケヤキ，スギ，ナラを植えてある家もあります．屋
敷の西脇と 北側には，杉や桧を防風のために植えていた．（略）前の畑の縁に
は，ハンノキ（杉の場合もある）が何本も植えてある．この木にはキズルシと
いって，米の収穫の後，保存する梨を乾かすために吊したものである．こうし
て乾かして保管された藁は，冬場の仕事で俵や縄をつくり農作業に使うはか，
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町に出して現金収入を得る手段にもなった (13).
4-2-2. 低地
戸田市 1983 : [屋敷取り］ 周囲を屋敷林に囲まれ，オモヤ，附属屋が配置さ
れている伝統的な農家風の大きな屋敷は，たいへん少なくなってしまった．こ
れは，人日流入が進み宅地化が激しくなったことや，農家の転業などの結果と
も考えられるが，それ以上に，区画整理による道路の新設や拡張など，都市整
備の推進による影響を受けたとみられる (694).
国敷林］ 風よけのケヤキが10 本ほど植えられていた家が多かった．しかし，
現在では，その景観はほとんどみることはできない．また，オモヤの後は，竹
を植え，ヤケヤマとよんで，竹林にしていた．竹は根がかなりの勢いで伸ぴる
ため，ヤマゲシ（ヤマゲエシ）という溝をオモヤとの間に掘り，床下に根が張
るのを防いでいる家もある．そのほか，ヒバやサンゴジュも植えられている．
なお，防火にいいといわれるカシグネにしていた家もある． しかし，現在では，
こうしたクネもプロック塀へと代わりつつある (695).
蕨市 196 : 現在蕨市となっている旧蕨宿周辺の地域は稲作とともに機業で
有名であった．度重なる不況と戦争とがこれを廃業に追いやり，人日の増加は
田畑をなくし住宅を増やした．これはかつてあった農村集落，屋敷構えの消減
を意味する．区画整理はまた，屋敷森の消滅につながった．比較的大きい屋敷
にわずかにその面影をみることができる. (342) 
鴻巣市 195: [居敷構え］ 一般的に屋敷は母屋を中心にその背後に防風林と
しての用敷林を形成し，大小の差こそあれ一定面積の居住空間が点在していた．
（略）屋敷の構成は，南向きに立てられた母屋を中心にその東側にキゴヤ（木
小居），シノゴヤと呼ばれる作業小阻，さらにハイゴヤ（灰小阻），また，シタ
ノベンジョなどと呼ばれる便所が配されている．母屋の裏の北側には井戸， ミ
ソベヤなどが配され，北方の方角にはクラ（蔵）などと呼ばれる土蔵や，氏神
様と呼ばれる屋敷神が配されている．
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また，これらを北側から取り巻くようにヤマと呼ばれる屋敷林としての防風
林が形成されている．母屋の前南側にはニワと呼ばれる作業場で，その一部に
観賞用の植木を配している植木場と呼ばれる場所がある．屋敷の東側と西側，
そして出入り口を残して南側を囲むように垣根が形成されている．屋敷地の広
さは大小あるが，一般的には30 坪 (90m') くらいである (83)
屋敷林 母屋の後背部にヤマと呼ばれる樹林が形成され，広さは概ね屋敷の半
分から三分の二程度である．このヤマは，鴻巣地方の植生上のさまざまな樹林
で形成されているが，一般的にケヤキ・スギ・ナラ・カシ・シイノキ・ヒノ
キ・カヤ・クリ・クヌギ・エノキ・ムク・ソロ・ミズキ・シュロ・ウメ・ユ
ズ・タケ（真竹，淡竹，孟宗竹）などである．
ヤマは非常に重要な役割を果たしてきた．一つは北からの季節風を防ぐ防風
の に の の の • 枝・葉等がかっこ
うな燃料となった．
また，建築材の供給源としてケヤキ・スギなどがあてられ，これらの樹木は
自然林というよりは，むしろ人為的に植栽，補植されてきたといってよい．ま
た，竹は建築材の他，カゴ，ザルをはじめとしてあらゆるものに利用されてき
た (85). シュロは，縄などに用いられた．スギなどの若木は稲藁の積み箇き
場としてのニュウ（ニオ）としてりようされた．
［垣根］ 一般的にクネ・イケガキ（生垣）・カキネ（垣根）とよばれている．
イケガキ（イキグネ）と呼ばれるように低樹木を用いて屋敷の内と外を区切っ
た．特にイケガキは，尾敷の南側に位臨するニワと外界とを区切る場合が一般
的であった．カキネに使用された樹木の種類としてはヒパ・サンゴジュ・カ
シ・マキ・カナメ・ツゲ・チャ・マサキ・ヒノキ・ネズミモチ等であった
(84). また，屋敷の東側や西側にもイキグネがほどこされている家も多くみら
れる．これらは，竹グネなどと称して低位置で竹を垣根状に編み込んで垣根と
する場合や，カシの成木の枝を植木ばさみで方形に整形して垣根としていた
(85). 
北川辺町 1985 : 本町の樹林は屋敷林，社寺林に限られ，樹林としての規模
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はきわめて小 さく ，植物構成（階層）も単純なものがほとんどである．（略）
水害の多かった本町では，屋敷林，社寺林が土を盛った高所につくられ，水塚
と一体になっている所も少なくない．水塚や母屋を守るためにつくられた樹林
といっても過言ではない．（略）樹林の構成を見ると，高木層では，ケヤキ，
エノキ，ムクノキ（落葉広薬樹），そしてシラカシ，ヤプニッケイ，ヤプツバ
キ（常緑広葉樹）などで，高木層の下部には亜高木層が続き，次代の高木層の
予備軍として生育している．その下層には，低木層があり，ネズミ モチ，アオ
キなどの日陰でも耐えられる低木が生育し，林床にはシダ類や，上層樹林の芽
生えなどがまばらに見られる．屋敷林や社寺林は，昔は薪炭材や北風を防ぐた
めに利用されていましたが，最近ではほとんどの樹林が手入れされないため，
荒れた樹林も多く ，また伐採されてしまった樹林もいくつかある (13) .
羽生市 ：市史に屋敷林の記載はみられなかったが，写真 9 は箪者が撮影した屋
敷林をもつ農家の集落景観である． 北側を樹林で覆い南側は生け垣で囲んでい
ることが分かる．水田に囲まれた地域で，洪水の影聘で農道が水浸しになって
いる．
写真 9 水田地帯の屋敷林（羽生市 191 . 7. 6 筆者撮影）
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加須市 198 : 当市域は，かつては水害の危険にさらされていたので，その
危険度の少ない土地を選んで屋敷を設け，また舟などを明治以降もかなり用意
していた．
農家の屋敷の多くは南側を正面として，まわりに生垣をつくり， 北側に家山
• 竹などの木を植え，防風・防火そのほかの用に充てる．
屋敷内の北西の一隅に，祠を設けて屋敷鎮守を まつる（ほとんどが稲荷神）．
住居の母屋は中央に設け，農事用にするため（脱穀作業や稲麦などの天 日乾燥，
養蚕にも用いた），前方に広く庭をとる．土蔵は母屋の西北， ミソ蔵は北か東，
物置は東の前方，便所は東側などに独立して設ける．また，母屋の西南に坪庭
といって植え込みをつくる．土蔵や坪庭のない家もあった．屋敷としては井戸
が特に重要であるが，その位置は母屋の北側か東側の例が多い．第二次世界大
戦後，全地区が水道になり，井戸は失われた．以上は右住まいの例である．
(1025) 
なお，加須市は加須低地帯の中心地域で，自然堤防と共に後背湿地は発達し
てきた地域である．したがって水田も発達し農家は写真10, 1, 12のように屋
敷林を伴っている．
写真10 屋敷林で囲まれた農家（加須市 19 .7.7筆者撮影）
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写真11 新築農家と屋敷林（加須市 203.6 .7 筆者撮影）
写真 12 屋敷林で囲まれた農家（加須市浮野 203.67 筆者撮影）
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騎西町 1985 : 屋敷の周囲には，生垣といって樹木を植えるのが普通で，サ
ンゴジュ，ツゲ，マキ，カナメモチ，アオキ，マサキ，ヒバ，カシなどを用い
るのがよいとわれている．これらの樹木のうち，サンゴジュは南側に植えるの
は良くないといわれ，カシは火をよけるといって，西側から北側に植えて高く
伸ばすことにしていた．防風・防火用でもあった．今H ではコンクリート・プ
ロック塀をつくる家もあるが，農家ではまだ生垣が多くみられる (205)
また，母屋の北側に「家山」といって杉，桧，カシ，ケヤキ，ナラ，ハンノ
キ，工ノキ，竹林などを植えている家が多い．大きな屋敷の家山は相当に広い
面積をもち，樹木も大きくなっている．当地方では冬の北西風が強いので防風
林ともなり，また山林が少ないので薪をとることにも役立てていた． しかし，
あまりに大きく高い家山は，背後の畑や屋敷を H 陰にしてしまう， という問題
もあった．今 H では住宅も昔と変わり，薪もほとんど用いなくなったこと，家
山の手入れも容易でないということもあって，大きな木にしない家が多くなっ
ている. (205) 
鷲宮町 1986 : 住居景観の特色の一つは，古い住居のほとんどが宅地（屋敷）
の周囲に屋敷林を巡らしていることである (620). この地域は平野部に位置す
るだけに住居に対する風の影響が強く，屋敷林は秋から春にかけて吹くツナミ
（北西風）に対しての防風林となっている．また，宅地の一部にクネガキなど
を施す住居も見られるが，これも屋敷林と同様，火除けあるいは H 除け効果の
ほか，防風も兼ねている（図14). さらに主屋の形態や附属建物の配固の仕方
にも防風効果を意図した点が認められる．農家の中には主屋の平面形態が L
字型をした，いわゆる後ツノのものも少なくないが，これは「つっかい棒」と
しての耐風的効果を意識したものともいわれる．屋根の型に寄せ棟が多いのも
そのためであり，一般的にナガヤ（納用）を宅地の北西に配置する農家が多い
のも北西のツナミ風に対する主屋の防風のためである．加えて，風に対する配
慮以上に見逃してならないのは，水に対する備えがなされていることである．
第二次世界大戦前に建築された住居の殆どは，徴高地に集村あるいは連村の形
態をなして分布している．（略）さらに一部階層の高い農家では水塚や構濠と
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図14 屋敷の配置（鷲宮町）
いった水防施設をもち，水害に備えた． しかし，祖先のこうした知恵も，昭和
2 年のカスリーン台風以降大きな水害に見舞われていないことや，都市化が進
み，徴高地の選定が容易でなくなったこともあって，少しずつ忘れ去れようと
している．すなわち戦後の住居の大部分は，それまで水田や畑として利用され
てきた徴高地よりも一段低い沖積面に盛土をして建築されるようになってきた
のである (621).
幸手市 197 : 屋敷取りとは，主屋とそれに附属する大小の建物， さらに庭，
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屋敷林，生垣などが，一軒の宅地の中でどのようにはいちされているかという
ことである．最近の分譲住宅においては，宅地面積の制約から，主屋とわずか
な庭，それに自動車一台分の駐車スペースがあるくらいで付属屋さえ見ること
はできないが，従来の農家の場合は，広い宅地に余裕のある建物配置がなされ
ているのが普通である (68) .
農家の場合，屋敷は樹木で囲まれている場合が多い（写真13) . しかし，屋
敷全体を 同じ樹種で同じように取り巻くことはまれで，南側にはあまり背の庫
くない生垣をめぐらし，北側には主屋の屋根を上回る高木を植えてあるのが普
通である．生垣には，かし， モチノキ，さんこじ ゅなどが密植されている
(72) . 生垣の ことをクネといい，かしの生垣はカシグネ，隣家との境になって
いる生垣はサカイグネとも呼んだともいう ．こうした生垣は，防風 ・防火を目
的とするだけでなく，目隠し もなれば外観の美しさをかもしだすものともなっ
ていた．
北側の喬木は，生垣と同じように一列に植えてあることもあれば，主屋の裏
手に広く ，不規則に植えてあることもある．厚い屋敷林になると ，中の建物が
写真 13 主屋と屋敷林（幸手市惣新田飯島家、石川光之氏撮影）
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完全に隠れてしまい，こんもりとした森にしか見えなくなることもある．樹種
は落葉樹のケヤキが最も一般的で，落ち葉は燃料や肥料として重要視されてい
た．けやき以外では，スギや竹の屋敷林も見られた．杉の落ち葉は燃料になっ
たし，竹は農作業などに盛んに利用されたものである (74).
幸手市 194 : 幸手市の農村集落漿観の特色に草昨屋根と屋敷林があったが，
草昨屋根の方は，昭和30年代から40年代にほとんど姿を消してしまった． しか
し，母屋その他の建物の立つ宅地を囲う屋敷林はいまだに市内各地で見ること
ができる．冬の季節風が河床に堆積した砂を吹き上げる機会が多い自然堤防上―
に連なる路村型集落の屋敷の西側には屋敷林が連続しており，遠方からみると，
に 村 の は • 西
に ， • 南側には「＜ね」とよばれる生垣を角形に刈り込ん
でいる．
幸手地域の屋敷林は昭和30年代ころまでは，南側にケヤキを配する家も多か
ったが，現在はほとんどみられなくなった．樹木の生い茂る夏季には家屋がほ
とんど林の中に包まれて見えない．これに反し，冬季は屋敷林を構成する落葉
樹の枝を鋤かして散見することができる． しかし，これらの屋敷林も道路の拡
張やプロック塀などの造成などにより少しずつ減少している (134).
同 197 : 屋敷の向きは，地形や道路によって制約されることはあるが，たい
ていは主屋の向きと同一で南を正面とし，南側に出入り 1Jを設けている農家が
多い．屋敷の形は方形が普通だが，どちらかといえば縦長，つまり南北にやや
細長い形の屋敷を多くみる．これは主屋の前に広い庭をとり，裏手に屋敷林を
抱えているためであって，丘陵地や山地における屋敷の形が横長になっている
のと比べ，低地の屋敷の特徴ともいえるものである．戸島のように細長い自然
堤防上に立地する集落では，その傾向がさらに強く診られる．短冊状と言える
ほど縦長の屋敷取りをもった農家が規則正しく並ぴ，そうした家では，主摂と
附屈用とが縦方向に直列の形で配置されている (68-9).
同 20 : 〔水塚を持つ屋敷林〕 惣新田の中瀬の I家の用敷林：中川左岸の
自然堤防上に位四，標高は 9m周囲を生垣でかこまれ，届敷地内には旧舟屋
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を中心にその東側に新母屋，南西に水塚がある（写真14, 15). 屋敷林は敷地
の北面，西面に配置されていて，水塚の周囲には，盛り土された塚がくずれ，
ないように，シラカシやヒノキなどが植えられ，蔵を覆うほどの高さの生垣が
作られている．
屋敷林のおもな役割は冬の季節風に対する備えで，生垣は境界を示し，南東
にあるシラカシの高生垣は台風などへの備えとしているそうである．
水塚は洪水時の避難場所として築き上げられたものであり，昭和30 年代まで
写真14 樹林がほとんど伐採された水塚（幸手市）
写真15 樹林が現在も残る水塚（幸手市）
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は米や味噌なども蓄えていたようである．その周囲に，常緑樹であるシラカシ
が植えられていることは，防火だけでなく直射H 光を遮ったり，蔵の室温の調
節機能なども考慮したと思われる．南面の生垣に沿って植えられているユズ，
カリン，ウメ，モモ，カキ，ナンテンなどの果実は現在でも食用などに利用し
ているそうである (62). 水塚の上下およぴ坂の部分には，樹木が植えられて
いる場合が多い．そのおもな樹種はシラカシ，ケヤキ，工ノキ，スギ，モウソ
ウチク，シュロなどであり，蔵を支える盛り土を守る役割をになっている．
惣新田の K 家では，江戸川の洪水への備えから母屋の東側に水塚が位置し
ている．水塚の周囲につくられた垣根は 2段になっていて，上段にシラカシ，
下段にサンゴジュが植え込まれている．
水塚の周囲の樹木は，冬の季節風や真夏の強烈な日差しから蔵の室温を常に
一定に保温する役割も担っている．真夏の炎天下でも蔵や土蔵の中にはいると，
ひやっとした心地よい涼感を感じるのはこのためだる．またシラカシは火を遮
ってくれるという．（略）現存している水塚の樹木は 3つの型に分けられる．
①樹木がほとんど伐採されて切り株のみが残されているもの，
②少なくなりつつも現在も樹木が残っているもの，
③新しく樹木を植え込んであるもの．
現在のところ，②の型が最も多いが，①の型がふえつつある．惣新田の A
家の水塚は①の型であり， 10 年前頃にすべての樹木を伐採したそうである．伐
採の理由は落葉樹の落ち葉がかわらやといを傷め，舟命を縮めることや，周囲
の民家に対する配慮，道路の拡張などのために土地を提供するためなど， との
ことである (61-62).
生垣にもさまざまな樹種が利用されていて，高さと植えられている方角でま
とめると，図15 のようになる．生垣に利用されている樹種を高さで分けると，
高木ではケヤキ，シラカシ，モウソウチクなど，亜高木ではシラカシ，サンゴ
ジュ，ネズミモチなど，低木ではサンゴジュ，ネズミモチ，カナメモチ，ツゲ，
イヌマキなどとなる．さらに植えられている方角を見ると，どの方角にもよく
利用されているのは，高木ではシラカシ，亜高木ではネズミモチである．低木
でもネズミモチは多く利用されているが，南面ではイヌツゲ，イヌマキ，カナ
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メモチが多く利用されている．このカナメモチは，比較的新しくつくられた生
垣に多く利用されている．
樹種紺の使われ方には，その樹木の持つ特徴がよく活かされている．サンゴ
ジュは根元から数本に分かれて直立し，格枝からは葉が密にでるので，生垣面
全体を葉によって覆うことができる．また， B当たりが悪いところでも使われ
ている．シラカシは，高木となるため，台風や季節風などに対する防風や防火
機能が多きいことから多用されている． しかし，この木を利用する場合には，
低層部や中層部にサンゴジュやネズミモチなどをあわせて植えている場合が多
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い．イヌマキは寒さに弱いためか，束から南面で使われている．イヌツゲは葉
が細かいので多用されるが， B陰での使用には適していないようである．
このように生垣に利用されるおもな樹種は，ケヤキ，シラカシ，サンゴジュ，
イヌマキ，ネズミモチ，イヌツゲである．さらに高さに応じて，シラカシは主
として高層用として，サンゴジュヤイヌマキは中層用として，イヌツゲは低層
用として使い分ける傾向が見られる．また，屋敷の四周での使い分けもある程
度の傾向が見られる．これはおもに， H照時間が関係している (59)
幸手市域の水田地帯には，屋敷の周囲がこんもりとした樹木で囲まれた農家
や，集落に沿って細長く帯状にのぴた樹林が多くみられる．それらの樹林は市
域では特徴的な景観で，屋敷林といわれている．幸手市内では，届敷林のこと
を，「ヤマ」・「ウラヤマ」と呼んでいるところが多い．
春日部市 193 : [集落の立地］ 当市は台地と低地の二つの地形からなる．台
地は市域北部の内牧地区と西端の豊春竹花積だけで総面積の 1割程度にすぎず，
大部分は古利根川及ぴ古隅田川によって形成された低地で，両河川に沿う自然
堤防とその外側に発達する後背湿地からなる．集落の立地上，全市内を通じて
問題になるのは「風」であり，低地に関しては「洪水」対策である．また低地
は地裳にも弱い．関東大地裳（大正12年）では，台地との差がはっきりと出て
いる．畑作が中心の内牧（台地）では，台地の東西のへりに集落をなしている．
水田耕作との関係の他に，砂限を避けるためというな味もあるようだ．台地の
中ほどの屋敷は，平地林に囲まれていても，冬の季節風で，自ら拓いた畑の軽
に の • の の の
っているところは，畑より三尺は低い. 1B家のY家も低い．自然堤防上では，
地形の形状に影響され，長く，曲がった集落形態が見られる (41). かつての
水田単作地帯では，遮る物のない低平な耕地を風は一気に吹き抜けた．風除け
には苦心し，母屋がすっぽり包まれてしまうような，垂直に高く刈り上げた高
いクネが目立つ．夏期の台風に備え，束南から南面にかけてもクネや丈の高い
木を厚く植えるのが特徴である．集落形態としては，不動院野は散村をなして
いる．谷原新田はかつては，水路に沿って立地していたようだ．ここは，耕作
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に舟を欠くことのできない土地だった．また，両者とも屋敷地を水害から守る
ことには苦慮した (42).
［防風林］ 屋敷の背後のヤマ（平地林）をウチヤマ（内牧）・ヤシキモリ
， ， は， • しい
や • 竹が主である．防風と同時に数代に一回の家の新築用材
に充てるのである．竹は，竹需や盃の道具の材料として，また，竹の子を掘っ
た．水田地域では台地上の家のように広大な防風林を屋敷の後ろに背負うわけ
にはいかない．台地に比べ生産性の高い耕地に雑木を植え，遊ばせておくわけ
にはいかないのである．屋敷のぎりぎりまで田にし，ほとんど背後に大きな木
を見ない屋敷も多い．面積をとらないクネを高く結う．別に，水田の経営面積
に応じ，冬季，藁を乾燥させるためのキズルシ用の杉を植えておく．また，屋
敷のそばの水路には，ノロシ掛け用の榛の木を植えておく．これは水田地域で
不足がちな薪にもなった．
は， • • • もちなどを直線的に刈り込む．高さは 4m
前後にもなる． ， に は， • • もちなど
で2{;;: ， は • さんごじゅなどで 4{;: 前後の高さに垂直に仕立て
られる．不動院野や八丁目では．西北に屋敷森を，東側にはタカグネを設けて
いる屋敷が多い．この辺では台風は，東から吹き出し，南を回り，西に抜ける
という (47). 昭和13年の台風はすごかった（八丁目）．草昨き屋根はどこの家
でもめくられ，瓦も飛ばされた．
谷原新田の M家でも，北西に届敷林，東にタカグネを結っている．このあ
たりでは，夏季の辰己（東南）の風が一番恐ろしいという．この風除けに南面
にシイガシが植えてある．木の高さは6.7m ある．以前はどこの家にもあった．
家を新築し， しっかりした作りで瓦葺きになったので，風に対して強くなりタ
カグネは無用になった. B陰になり．落ち葉が散らかったりするため多くの家
できってしまったのだという (48).
越谷市 1975 : 越谷市の土地利用は，大まかにいって耕地の65%, 宅地の15
に ， • 原野は 1%にも満たない．このため市内にはまとまった平
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地林はなく，わずかに農家の屋敷林，およぴ社寺の社叢林や境内林として，シ
ラカシ，ケヤキを主とした林が散在する程度である (27).
草加市 1987: [ヤマ］ 農村部で目にする光殻の 1つに，鬱奸と生い茂った緑
がある．一般に「ヤマ」と呼ばれる．母屋の裏を中心に西側や東側にかけ，母
屋を守るように取り囲んでいる．茅昨やワラ昨きなどの草屋根が主体の，かつ
ての農家にあって，火や風は大敵であり，比較的丈の高い木々は，舟屋を火や
風から守るのにてきしているといえる (147). 「ヤマ」に植えられている木の
種類は，ケヤキ（欅）・カシ（樫）・モチ（翡）・スギ（杉）・マキ（横）・ナラ
（楢）・ヒノキ（桧）・タケ（竹）・モミ （樅）などであるが，その中でも比較的
多いのがケヤキ（欅）・カシ（樫）・タケ（竹）の類である．徳に，竹に関して
云えば，正月の松飾りや七夕の時期などにみられるように，生活と密接にむす
ぴついて広範囲に利用されていた．
防火や防風以外の「ヤマ」の用途 （ィ）戦中・戦後期の燃料不足の折り，燃
料として使った．（口）納屋やワラ小昂などの附属屋の建築材料とした．（ハ）
母屋の増改築の時使った．
生垣 屋敷の正面（南側）に配置されるものにイケガキ（生垣），通称クネ
と呼ばれる垣根がある．一般に林期と他とを仕切る境界の役割をもち，「クネ
ウチ」といい屋敷内をさす場合が多い．生垣として利用される木の種類は，ア
オマサキ・コウヤマキ・サンゴジュ・ツゲ等があげられる．なかでもマサキや
サンゴジュが多い．いずれも高さ 2, 3: 元の常緑木である (148).
同 198 : 市内で面積規模が20m' 以上の屋敷林を持っている家は368 軒ある
が，そのかなりの部分がケヤキ・シラカシ林である (418). 金明町の田中家の
用敷林を例にとってみると，落葉広葉樹のケヤキ27 本，ムクノキ 9 本，エノキ
1本，常緑樹のシラカシ 4本，タプノキ 2 本，クスノキ 2本，モチノキ 4本，
スダジイ 3 本，末類 5 本，シュロ 9 本など85 本が生育している．このうち， も
っとも太い個体は胸高直径72. 7cm の楠，その次は62.5cm のケヤキである．また，
もっとも高い個体は17:;;: のケヤキで，その次は15m のケヤキや松である
(419). 特に屋敷の南側や西側にはかなり閲木になったクヌギが配阻されてい
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ることが多い (421). このことは，何も草加市の屋敷林に限ったことではなく，
東京近郊地域に普通の現象である．これは両種が関東地方で広範囲にわたって
二次林（いわゆる雑木林）を構成している種類であることと深い関係があろう．
八潮市 1986 : 八潮市は，大部分が海抜 3 m 以下の低地で，古くから水田耕
作が発達してきた地であり，自然植生の森林は存在しない．（略）屋敷林は，
古い民家でとくに「うら山」とよばれ，防風や用材として長い間保護育成され
てきたもので，市内でもよく発達し，その構造は自然植生的特徴を備えている．
しかし，近年多くの理由で取り除かれる傾向にある．この中で八条和井田家で
は，市や県の指定を受けて，現在でも保護されている (247).
和井田家は，八潮市では比較的古くから土着した一族で，中憔以来この地に
屋敷を構えたと伝えられている．北と西側はとくに発達した屋敷林を持ってい
る．北側は昭和 5 年 (1930) の道路開通により分離された状態となった．
この北側の部分を形成する樹種をみると，植栽起源のサワラとクヌギを除き，
ケヤキ，シラカシ，ネズミモチが優先していることが分かる．シラカシは，こ
の屋敷の特徴となっており，東側の大径木を中心に稚樹が多数発芽している．
しかし，大径木の多くは先枯れの哀弱が見られる．また，低木層にヤプコウジ
を有するなど， 自然植生を多く残している．道路により分離されたため，人手
が入らなくなった結果，つる性の植物，キヅタ，ナツヅタ，テイカカズラなど
が，木にからみついている．この屋敷林は林床が比較的明る＜，構え掘の一部
を含むなど環境変化に富んでいるため，草本層はいろいろな植物が生育してい
る．一般にジャノヒゲ，シャガが優先しているが，掘りの近くは，ハンゲショ
ウが群落をつくっている．屋敷の周りも道路と水田，畑地と変化に富むため，
林縁植物も多くみられるが，やはりヤプカラシ，カナムグラ， ミズヒキなど本
米，林縁を形成する者が優先している．
鈴木家（古くから農業を主に営んでいる農家）では，北側に発達した屋敷林を
持っていたが，（略）区画整理事業に伴いすべて伐採されている．この屋敷林
は植栽されていた針葉樹（スギ，サワラ）が第二次大戦後伐採され，畑地とし
て利用された後放阻された状態になっていた．利井田家に比べ，植栽されたサ
関東平野の屋敷林研究ノート 91 
ワラ，クヌギがなく，ケヤキ，ムクノキの優先度が高い（直径断面積で68.3
％）ことと，シラカシが少なく，かわりにシロダモが多い等の差がみられる．
また低木層はアオキが多く，林床が暗く草本層が貧弱で，中央部のやや明るい
ところにチジミザサの群落が見られる程度である．八潮市内ではこの林床のみ
にオオハナワラビの生育が見られた5) (25). 
三郷市 192 : [屋敷林］ 市内の屋敷林はおおむね自然堤防上に古くからある
農家に形成されている．このような農家では，母屋の南は観賞樹等が植えられ
た庭と作業場，北側が常緑広葉樹を中心とする届敷林，束あるいは西に竹林，
さらに敷地の周囲に田畑という構成になっている．また，水害の多い地域の特
徴として屋敷の周囲あるいは一ヶ所，敷地より 1.5 ないし 2m 高く盛土（石垣
が積んである家もある）がしてある．屋敷の周囲に掘りを持つ家もあり，届敷
林は掘の内側に成立している． しかし，地価の高騰につれ，マダケ林や，ケヤ
キなどの比較的年数の多い木だけが屋敷の周囲に残って，かつての屋敷林の存
在を僅かにとどめている家も多い．
屋敷林の構成種は高さ 5m 以上の高木層にスダジイ，ケヤキ，アラカシ，
エノキ，ヤプニッケイが多く，ヤプッパキ，モチノキ，カヤ，シラカシ，スギ，
ヒノキ，サワラ，アカマツが時に混じる．中低木層はヤプツバキ，イヌマキ，
ヤプニッケイ，アオキ，エノキ，イロハモミジ，ハンニキ，ネズミモチ，ニワ
トコ，サザンカ，ヒサカキ，やつで，アカメガシワ，エゴノキなどである．
昂敷林の周圃や林床は手入れされている家が多く，マント群落やソデ群落が
見られる家は僅かである．マント群落とは，林に傷口のように切り開かれた場
所があると，傷口をふさぐように落葉樹やつる植物でおおう群落で，ソデ群落
とは，マント群落の周囲を取り囲む草本の群落を指す．マント群落としてはア
カメガシワ，ニワトコ，ヤプガラシ，マナムグラ，キヅタ，カラスウリ，ノプ
ドウ，ヤマプドウ，アケがみられた．また，屋敷林の周囲は道路や用水路など
で仕切られている家がほとんどでソデ群落が発達する余地がないが，場所があ
るところではヤエムグラ，ケチジミザサ，ハコベ，ウシハコベ， ドクダミ，オ
オパコ，オランダミミナグサ，ムラサキケマン，ヤプカンソウ，スギナ等が繁
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っている (487).
5. むすび
(1) 屋敷林に関する従米の研究関心は，その圧倒的な部分が防風林として
の機能や景観，呼称等の考察に向けられてきた．防風機能以外に多様な役割が
存在することも認識されてきたが，その取り扱いはきわめて副次的かあるいは
指摘のみにとどまっている． しかし近年では，屈敷林に関する詳細な植生分析
が試みられる一方で，届敷林の維持が困難になっていること，その文化的な価
値や環境指標としてもつ意義にも関心が向けられるようになった．こうした傾
向は社会経済のシステムがグローバル化し，人々の生活様式の変容がすすむ中
で，人々の暮らし方と植生とのかかわりについての見直しの動きを反映したも
のと見ることができる．
(2) 本稿では平地農村に育まれてきた屋敷林を単独にではなく，農村に暮
らす人ぴとの屋敷取り全体の中で理解しようという視点から，その具体像に着
H した．関東平野の屋敷林をめぐる地域性について概観したところを除いて，
提示した具体像については，埼玉県内の各市町村で編纂された歴史や民俗誌の
中に記述されたものから抜粋した．ここに示した諸事例の比較検討は，今後の
課題としたい．なお，利用した資料について若干付言すると，すでに明らかな
ように，調査時期や写真，図の選択をも含めて一貫した甚準に基づいたもので
はない．ただし，記載内容の大部分は，地元の人々によってまとめられたもの
で，暮らしにおける必要要索の諸関連が，屋敷林を含めて統合的，かつリアル
に記されている．ここにこの「ノート」の意義が認められよう．
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注：
1) 松尾 (205) によれば，この学会が結成されることになった直接のきっかけは，
園芸療法への関心がいちじるしく高まっていたことであるが，この背景には，
190 年に組織された Peapl-nt Council (人間・ 植物協議会；米国パージニア
工科大学に事務局がある）の国際人間・植物シンポジウムの影響があった． しか
し，この学会の真の目的は，「私たち (B本人）は植物とのかかわりの実態とそこ
からもたらされるさまざまな恩恵を無意識のうちに享受しながら等閑視してきた」
ことの反省にたって，「偲康・環境・教育・文化，産業の有機的ネットワークの構
築」（学会設立のねらい）を大きな目的としている．なお，松尾は最近はやりのガ
ーデニングについて，「ファッション化され，それが本来もっている癒しや人間性
の涵焚などが忘れられがちであった」と注意をうながす一方，物理的／身体的面か
らのみでなく，精神的な面からも人間の成長，健康，さらに文明の発展などに大
きく関わってきた植物と人間が， B常的にどのようにかかわり，それがどのよう
にどのように私たちの荘らしに貢献してきたかについて， しっかりと見つめ直す
ことが重要であるとしている．
地 平 に は， • 平岡・元木編 (203) にも詳
述したように，同平野がわが国最大の平野であり，かつ第二次泄界大戦後の
高度経済成長期以降著しい地域変貌を遂げた地域であること，またそのなか
で埼玉県の市町村の事例に着目したのは，はげしい変貌を経験した地域であ
ることに加え，地形的にも台地と低地の屋敷林の様相を見る上で好適な条件
を備えているためである．なお，本稿では神奈川県の状況については資料収
集の便宜上の都合で割愛した．
3) すなわち，背後にヤマや丘をせおい，前面に広い耕地が開けているような
土地で，そのような敷地は水も得やすく，燃料も手近に採集できるし，山が
風を防いでくれ，高台なので洪水のおそれも少なかった．そうして山裾には
たいてい川が流れ，それに沿って街道が通じ，その対岸に広い沖積地がある
といったもので，古くから開けた集落はほぼこのような条件をみたす所に立
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地していた．
• 竹原 (20), 三浦 (206) は，「届敷林は時代的，地域的な生け垣の発
展型ないし変移型とみることができる」という認識を示した上で，林冠木と生垣
を指標として，屋敷林を以下のように分類している．
I a生垣・ 植込型：生垣，芝垣，竹垣，塀が主体で，屋敷角（北西が多い）や母
屋裏に高木の植え込みを配阪する．植込みは自然樹形が多いが，一部に整形
された植木や果樹類もある．
I bマキ垣型：刈込み整枝されたほぽ 1種からなる高垣で，多くは軒端の高さで
， の の の は •
の生垣が，高垣に発展し， しかも構成種1種に選択されたものである．
I Cウイジマツ型：マキ垣型より高く刈り込まれ，母屋の屋根を越す高垣である．
一部に照葉樹混成するが，ほぼクロマツ 1種からなる独特の景観を呈する．
出雲平野に固有のもので，生垣の特殊な発展型である．
Iカイニュウ型：生垣・ 植込型の生垣が，ほぼ 1列 (2 列の場合もある）に植栽
されたスギ（高頻度，広範囲に出現），ヒノキ（関東地方），サワラ（東北地
方）などの針葉樹に笛きかわったもので，高木林を形成する．
II aイグネ型：カイニュウ型の帯状の森林が，規模，面積等とも拡大し，家屋群
は外周からほとんど見えず，自然樹形の森林の相観をもつ．見かけ上の階層
構造がみられ，構成種も多い．優占種はスギであるが，関束地方ではシラカ
シやケヤキ，東北地方ではケヤキ，クリなどが混生する．
Ib イグネ・裏山型：イグネ型の林帯がさらに大規模になり，いわゆる平地林の
一部に届敷がより添った景観である．ほとんどがスギ植林であるが，北関束
には落葉樹が優占する森林もある．
5) 矢島 (1984) によれば， 江戸時代になると八潮市は，幕府領となり将軍
家の鷹場支配地となったことから，屋敷林についても多くの制限が加わった
と思われる．（略）この時代八潮に残されている屋敷林に関するものとして，
小沢家（西袋）に残される文化元年 (604) の文書と藤波家（南越谷）の文
書『藤波屋舗廻諸事木伊呂波党』（文化年間）が見られる．藤波家の文書に
は，その屋敷内外の草木が， 138 種はど書かれており，その中に木本類8種
があり，その主なものが涅敷林を形成していたと考えられる． しその利用に
ついては，記述されていない．明治時代には，屋敷林の多くが民有地となり，
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その所有者の自由経営となった．明治27年 (1894) 年に出版された『日本博
覧図』には八潮地方の農家の様子が描かれているが，それを見ると，屋敷林
がかなりよい状態で管理されていることがうかがえる．
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